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桜まつり
春
風
に
誘
わ
れ
て

桜
並
木
を
歩
い
た
ら
…

柔
ら
か
な
陽
光
の
中
、
松
戸
の
春
を
彩
る
桜
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
、
桜
色
の
春

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
商
工
観
光
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
7
番

と

き

わ

平

桜

ま

つ

り

４
月
４
日

土
正

午
～
午
後
８
時
、

５
日
日

午
前
1
0時
～
午
後
７
時
（
両

日
と
も
雨
天
決
行
）
　
会
場
新
京
成

八
柱
駅
か
ら
五
香
駅
ま
で
（
常
盤
平

さ
く
ら
通
り
）
　
内
容
各
種

パ
レ

ー

ド
・
み
こ
し
な
ど

問
と
き
わ
平
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

岸
本
℡
3
8
7
・
4
1
3
1
番

八

柱

桜

ま

つ

り

４
月
４

日

土

（
雨
天

の
場
合

は
５

日
日
に
順
延
）
、
午
前
1
1
時
～
午
後
４

時
会
場
Ｊ
Ｒ
八
柱
駅
、
新
京
成
八

柱
駅

前
ロ

ー
タ
リ

ー
か

ら
桜
橋

ま
で

内

容

ブ
ラ
ス

バ
ン

ド
演
奏

・
鼓

笛
隊

パ
レ

ー
ド

な
ど

問
八
柱
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
三

好
　
3
8
5
・
0
3
0
3
番

六

実

桜

ま

つ

り

４

月
４
日

土

・
５
日
日

午
前

９
時

～
午

後
５

時
（
両
日

と
も
雨

天
決
行

）

会
場

県
道

か
ら
六

実
交
番

ま
で

（
六

高
台

さ
く

ら
通
り

）
　

内

容
音

楽
パ

レ

ー
ド
・
山
車

・
み
こ

し
行
列

な

ど

問
六
実
桜
ま
つ
り
大
行
委
員
会
・
富

澤
℡
3
8
7
・
5
6
4
0
番

と き わ 平 ： 桜 の ト ン ネ ル を パ レ ー ド

六実： みこし行列

八柱：踊りや太鼓で華やかに

とき わ平桜まつり

八ケ崎：舞台で歌や踊りを披露

六実桜まつり 八柱桜まつり

八ケ崎桜まつり
※

い
ず

れ
の
会

場

も
、
桜

ま
つ
り

の

当
日

を
は

さ
ん
で

２
週

問
く
ら

い

は
ち

ょ
う

ち

ん
の
飾
り
付
け
が
さ
れ

て
い
ま
す

。

「

交

通

規

制

と

お

願

い

」

※
と

き
わ
平

、
八

柱
、
六

実
の
各

会

場
で

は
、

期
間
中

、
歩

行
者
天

国

な

ど
の
た

め
、
交

通
規

制
を

実
施

し
ま

す
。

※

い
ず

れ

の
会

場

も
駐
車

場
は

あ
り

ま
せ

ん
。

周
辺

一
帯

は
駐
車

禁
止

で
す
の
で
、
電
車
や
バ
ス
で
お
い

で
く

だ
さ

い
。

※
ご
み

は
各

自
持
ち

帰

っ
て
く

だ
さ

い
。

その他市内桜並木と公園

巾立松戸高校前の桜並木(紙敷)

貝の花小学校前の桜並木(小金原)

根木内小学校・ユーカリ交通公園

前の 桜並木( 小金原)

新松戸・馬橋間の新坂川沿い

中央公園、相模台公園(岩瀬)

運動公園(上本郷)

東部スポーツパーク(高塚新田)

など

ＪＲ松戸駅西口階段(交番側)の
エスカレーターが完成します

市がJR 東日本と協力し工事を進めている、JR 松戸駅西口

階段の電動車いす対応型のエスカレーターが３月末に完成す

る予定です。

JR 松戸駅ホーム階段に続き､JR 松戸駅西口階段でも高齢者

や障害者をはじめとする多くの市民の皆さんが利用しやすい

環境が整備されます。

車いすを利用する際は、一時、運転を止めるなどの作業が

必要となりますので、皆さん

の協力をお願いします。

今後も鉄道事業者と協力し

て、市内各駅の利用環境の改

善のため、事業を進めていき

ます。

問交通計画課℡366-7312

番

完
成
予
想
図

こども110番の家｣を設置します

最近毎日のように凶悪犯罪

や青少年の非行などが報道さ

れ、子どものいる家庭から、

不安の声が高よっています。

そこで、通学路やその付近

の民家や商店の人たちに協力

していただき、不審者に声を

掛けられ、助けを求める子ど

もを一時的に保護してもらう

｢こども110 番の家｣ を市内全域に設置し、４月から

設置協力者宅にプレートが掲出されます。

次代を担う大切な子どもたちを、家庭・地域・職

域・行政が一体となって育てていきたいと思います。

問安全課366-7341番

こ
の
プ
レ
ー
ト
が
目
印

3 月１日現 在

人口461,039 人 ［- 160 ］

男233,779 人 ［- 113 ］

女227,260 人 ［-47 ］

世帯175,395 世帯［-　26 ］

人口 と世帯

[
]
は
前
月
比

主な内容

平成10 年度施政方針

第5次総合5か年計画の主な成果

集合畜犬登録・狂犬病予防注射の日程

情報チャンネル

八

柱

▼

ゆりのき通り

八

ケ

崎

桜

ま

つ

り

４
月
４
日
土
午
後
４
時
～
９
時
、

５
日
日
午
後
１
時
～
８
時
（
両
日
と

も
小
雨
決
行
）
　
会
場
国
道
６
号
八

ケ
崎
交

差
点

か
ら
約
一

・
一
キ
ロ

（
八
ヶ
崎
桜
並
木
）
　
内
容
太
鼓
・

鼓
笛
隊
・
カ
ラ
オ
ヶ
大
会
な
ど

問
八
ケ
崎
桜
ま
っ
り
実
行
委
員
会
・

坂
寄
℡
3
4
6
・
1
5
7
7
番
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平成10年度
施 政 方 針

住
ん
で
よ
い
ま
ち
・
訪
ね
て
よ
い
ま
ち
　
ま
つ
ど

私は､平 成６年の市長就任後､市政運営の基本姿勢として､ ます市民参加の

推進､開かれた市政､行政リストラなどを打ち出し､着実に実行してきました。

同時 に､ 高齢化､ 少子化､ 情報化､ 国際化等々､ 日本を 取り巻く社会情勢の

大きなう ねりは大胆な構造的変化を 求めていま す。松戸市でも､ これらの社

会的潮流を的確に受け止め、新しいまちづくりを進める必要があるとの観点

に立って、昨年12 月 に議決された基本構想をはじめと する新総合計画を策

定しました。

総合計画では、2020 年の市の将来像を 「いきいきした市民の舞台、ここ

ちよい地域の舞台、風格ある 都市の舞台のある まち松戸」と位置付け、これ

までの蓄積をもとに より生 活しやすいまちづくりを進める 「充実した生活

都市づくり」と、活気ある産業活動や文化活動を展開できる 「活力ある交流

都市づくり」を 基本方 針とし、「住んでよいまち ・訪ねてよいまち」をスロ

ーガンとしました。

本計画策定までの間、節目節目で数多くのご意見やご提案を頂い た市民の

皆さんに深く御礼を申し上げま す
Ｏ

新たにスタートする総合計画で示したま

ちづくりの実現のため、全力で取り組んでいくことを、表明させていただき

ます。

以下､ 新年度の主要な施策について､ 第 １次実施計画の体系に沿って説明

し ます。

連
携
型
地
域
社
会
の
形
成

施
策
体
系
の
目
頭
に

「
連
携
型
地
域

社
会
の
形
成
」
を
掲
げ
た
の
は
、
木
市

を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
た
ち
の
対
等

な
立
場
で
の
相
互
理
解
と
協
力
が
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
何
よ
り
も

重
要
と
思

つ
た
か
ら
で
す
。

私
た
ち
の

目
指
す
社
会
の
前
提
と
し

て
、
人
権
尊
重
、
男
女
共
同
参
画
、
市

民
と
行
政

と
の
パ

ー
ト
ナ

ー
シ
ッ

プ
、

そ
し
て
市

民
と
行
政
と
の
情
報
の
あ
り

方
の
四
つ
の

考
え
方
を
基
調
に
お
き
ま

し
た
。

市
民
と
行
政
の
連
携
を
深
め
る
た
め

に
、
今
後

も
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い

く

つ
も
り
で
す
が
、
さ
ら
に
、
施
策
の
立

案
、
実
施
か
ら
評
価
に
至
る
ま
で
、
市

政
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
市
民
と
手
を
携

え
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に

、
新
た
な
時
代

を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
権

尊
重
：
入

権
学
習
の
組
織
的
統
合

と
効
果
的
な
啓
発
手
法
の
開
発
、
人
権

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
の
設
置
。

男
女
共
同

参
画
…
「
男
女
共
同
参
画

プ

ラ
ン
」
の
推
進
、
学
習
機
会
の
充
実
、

市
民
の
自
宅
企
両
に
よ
る
啓
発
事
業
へ

の
支
援
。

支
所
機

能
の
充
実
・：
小
金
原
支
所
と
東

部
求
叫
に
テ
レ
ビ
電
話
を
設
置
。

市
民

会
館

…
耐
震
改
修
補
強
と
エ
レ

ベ

ー
タ
ー
の
設
置
。

市
民
セ

ン
タ
ー
・：
障
害
者
用
ト
イ
レ
の

設
置
。

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
…
町
会

や
自
治
会

活
動
の
拠
点
と
な
る
集
会
所
建
設
へ
の

助
成
。

生
活

カ
タ
ロ

グ
…
市
民
が
必
要
と
す
る

情
報
を
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
、
改

訂
し
九
年
ぶ
り
に
全
戸
配
布
。

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

…
９
年
度
か
ら
開
設
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ベ
ー

ジ
の
充
実
。

公
文
書
公

開
と
審
議
会

な
ど
の
公
開
・：

透
明
性
の
高

い
行
政
を
阡
指
し
、
公
文

書
公
開
条
例
の
適
切
な
運
用
と
審
議
公

な
ど
の
　
に
検
討
。

新
し
い
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

豊
か
な
人
生
を
支
え
る

福
祉
社
会
の
実
現

す
べ
て
の
市

民
が
、
そ
の
生
涯
を
通

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
合
わ
せ

た
豊

か
な
人

生
を
送

る
た
め
に
、
な
く
て
は

な
ら

な
い

も
の

と
し

て

、
保

健

・
医

療

・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
が
あ
り
ま

す
。そ

こ
で

、
市
政
運
営
に
当
た

っ
て
は
、

特
に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
す

べ
て
の
市

民
の
健

康
と

、
福
祉
の
充
実

を
最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た

。

さ
ら
に
、
こ

れ
ま
で
提
供
さ
れ
て
い

た
保
育

・
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
と

量
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
少
子
高
齢
化

や
疾
病
構
造
の

変
化
等
の
中
で

、
よ
り

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

、
複
数
サ

ー
ビ
ス

の
組
み
合

わ
せ

、
サ
ー
ビ
ス
提

供
主
体
の
多
様
化

を
検
討

す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

全
国
的
に
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
展

す
る
中
、
国
に
お
い
て

は
、
増
加

す
る

高
齢
者
の
介
護
需
要
に
対

応
し

、
介
護

を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て

介
護
保
険
制
度
が
導
入

さ
れ
ま

す
。
本

市
に
お
い
て
も
、
平
成
1
2
年
度
か
ら
の

実
施
に
向
け
て
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確

立
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
支
援
部
の
組

織
改
正
を
は
じ
め
、
準
備
作
業
に
着
手

し
ま
す
。

ま

た

、

見

直
し

と

策

定

作

業

を
進

め

て

き

ま
し

た
「
高

齢

者

保

健
福

祉

計
画

」

「
障

害

者

計
画

」
「
児

童

育

成

計

画
」

お

よ

び

「
地

域

保
健

医

療

計

画
」

の
四

計

画

を

、

新

年

度
か

ら

総

合

計

画

と
同

時

に

ス

タ

ー
ト

さ
せ

、
保

健

・
医

療

・
福

祉

サ

ー

ビ

ス
の

総

合

的

推

進

と

さ

ら

な

る

充

実

を
図

り

ま

す

。

健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ
い
2
2
）
…
地
域

住

民
へ
の

総
合
的
な

保
健
サ

ー
ビ
ス

の

提

供
や
市
民

の
自
主

的
健
康

づ
く
り

の

活

動
拠
点
と

な

る
「
常
盤
平

保
健
セ

ン

タ

ー
」
、
心

身

の
発

達

に
不

安

の
あ

る

子

ど
も
と
そ

の
家
族

へ
の

総
合
的
な
援

助

を
行
う

「
こ

ど
も
発

達
セ
ン

タ

ー
」
、

障

害
を
も

っ
た
市
民

の
社
会

活
動
へ

の

参
加
を
支
援
す
る
「
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
三
つ
の
施
設
か
ら
成
り
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
を

図

る
、
全

国
で

も
先
進
的

な
施
設

ど
し

て
、
４
月

オ

ー
プ
ン
。

児

童

育

成

計

画
・：
保

健

・
医

療

・
福
祉

と
教
育
の
連
携
を
具
体
化
し
た
成
長
支

援
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
開
発

や
、
障

害
児
に

対

す

る
保
育
所

の
入
所
要

件

の
緩
和
な

ど
、
保
育

サ

ー
ビ
ス
の
選

択
肢

を
拡
大

。

留

守

家

庭

児

童

会

…

学
校

の
余

裕

教
室

の
有
効
利
用
の
推
薦

老

人

ク

ラ

ブ
・
：
支

援
充

実

に
よ

る

活
性

化

の
推

携

障

害

者

の

運

転
免

許

取

得
支

援
・：
自
動

車
教
習
所
の
障
害
者
用
ト
イ
レ
整
備
に

助

成
。

福

祉

タ

ク

シ

ー
・
：
リ

フ
ト
付

き
福

祉

夕

ク
シ

ー
の
増

車
。

シ

ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ

ー

、

生

き

が
い

福
祉
事
業
団
…
引
き
続
き
支
援
。

通

院

・
入

院

医

療

費

の

補

助

…

ゼ
ロ
歳

児
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
通
院
・
入

院
医

療
費
の
補

助
を

、
通
院

に
つ

い
て

は
三

歳
未

満

に
ま
で

対
象

を
拡
大
。
入

院
に
つ
い
て
も
小
学
校
未
就
学
児
の
す

べ
て

を
対
象

と
し

て
補
助
を

拡
大
。

次
代
を
育
む

文
化
・
教
育
環
境
の
創
造

次
代
の
担
い
手
で

あ
る
青
少
年
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
は

、
い
つ
の
時
代

に
も
大

き
な
課
題

で

す
。

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
不
登
校
の

問
題
に
加
え

、
最
近
で

は
子
ど
も
た
ち

の

凶

器
を

用
い

た
暴
力

事

件
が
相

次

弌

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

何
と
し
て

も
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
の

有
効
な
対
策
を
立
て
て
い
か
な
け

’
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
意
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
児
童
生
徒
の
個
性
や

能
力

を
大
切
に
す
る
学
校
教
育
を
一
層

推
進
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま

な
関
係
機
関
が
緊
密
な
連
携

の

も
と
に

協
力

し
合

う
体

制

を
構

築

し

、
か
け

が
え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が

直
面
し
て
い
る
問
題
に
真
剣
に
取
り
組

み

、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
元
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
　

ま
た
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
学

び
続
け
、
豊
か
な
未
来
を
築
く
力
を
養

え
る
よ
う
、
学
習
の
場
や
機
会
を
充
実

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
第
一
次
実
施
計
画
の
期
間

内

（
平
成
1
0
年
度
～
1
4
年

度
）
に

お

い
て
は
、
情
報
化
や

国
際
化
の
進
展
な

ど
社
会
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
生
涯

学
習
体
系
を
確
立

す
る
た
め
の
基
木
計

画
を
策
定
し

、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な

る
中
央
図
書
館
を
併
設
し
た
生
涯
学
習

会
館
の
建
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

公
民
館
市
民
大

学
講
座
…
回
数
を
年
四

回
に
増
や
し
、
地
元
大
学
と
の
巡
携
を

図
る
な
ど
充
実
。

博
物

館
…
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
江
戸

時
代
の
松
戸
を
探
る
企
画
展
、
縄
文
時

代
の
貝
塚
を
テ
ー
マ
と
す
る
特
別
展
を

開
催
。
ま
た
、
歴
史
・
考
古
・
民
俗
分

野
に
自
然
史
を
加
え
、
活
動
を
拡
大
。

図
書

館
・：
障
害
者
や
ね
た
き
り
老
人
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
図
書
館
を
利
用

で
き
な
い
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
す
べ
て
の
市
民
心
　
・

で
き
る
図
書
館
を
目
指
す
。
　
　
　
／

女

性

の

健

康

づ

く

り
推

進

事

業

…
骨

粗

し
ょ
う
症
の
対
象
年
齢
を
十
八
歳
ま
で

引
下
げ
実
施

マ

マ

バ

バ

学

級
・
：
妊
娠

や
出
産

、

育
児

に
つ

い
て
、
母

親
だ
け

で
な
ぐ

父
親
も

と
も
に
参
加
し
考
え
る
機
会
と
す
る
た

め

、
「
母

親

学
級

」

を

「
マ

マ

バ
バ
学

級
」
に

変

男

国

民

健
康

保

険

料
・
：
抑
制
に

努

め
た

が
、

老
人
保

健
拠
出

金
の
急

増
な

ど
厳
し

い

財
政

事
情

の
た
め
、

や
む
を
得

ず
引

き

上
げ

。

市

立

病

院

…

東

葛
飾

北

部

の
基

幹

病

院

と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
、
多
様
化
す

る
医
療

需
要

に
対
処

す
る
た

め
、
高

度

医
療
機
器
を
整
備

附

属

看

護

専

門

学

校
・
：
教
育

課

程

に

、

コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
を
利
用

し
た

情
報
科

学

の
科
目
を
新
設
。

福

祉
医

療

セ

ン

タ

ー
東

松

戸

病

院
・
：
保

健

・
医

療

・
福

祉
の
包

括
的

医

療

の
拠

点
と

し
て

、
在

宅
医

療
の
充

実
強
化

を

図
る
た
め
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置

。

市

立

高

校
・：
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
伸

ば
し
、
魅
力
あ
る
高

校
を
目
指
す
た
め
、

「
国
際
人
文
科
」
を

平
成
1
1
年
度
こ
に
新

設
。
こ
れ
に
向
け
て
、
校
舎
の
増
築
や

備
品
の
整
備
な
ど
を
実
施
。

小
学
校
へ
の
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の

導
入
…
児
童
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
慣
れ
親

し
み
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
能
力

を
養
え
る
よ
う
、
引
ぎ
続
き
計
画
的
に

整
備
小

学
校
給
食
室

…
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
化

と
こ
れ
に
合
わ
せ
た
設
備
の
整
備
拡
充

に
着
手
し
、
衛
生
管
理
の
改
善
や
食
中

毒
の
防
止
を
図
り
、
安
全
な
学
校
給
食

を
推
進
。

学
校
施
設
の
整
備
：
小
中
学
校
の
大
規

模
改
造
や
耐
震
改
修
、
中
学
校
特
別
教

室
等
の
冷
房
化
を
引
き
続
き
実
施
し
、

快
適
な
教
育
環
境
を
確
保
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
：
大

き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
児

童
生
徒
の
『
心
の
教

育
』
へ
の
一
助
と
し
て
、
中
学
校
へ
の

配
置
を
さ
ら
に
増
や
し
、
学
校
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
機
能
を
充
実
。

高

齢

者
や

障

害

者

の

住

宅

改

良

…

増
改

築
資
金

の
貸
し
付

け
に
如

え
、
新

た
に

一
部

助
成
を
実

施
。
さ
ら

に
、
保

健

・

医

療

・
福

祉
な

ら
び
に
建

築
関
係

者
に

よ

っ

て

リ

フ
ォ

ー
ム

チ

ー

ム

を
構

成

し
、
訪

問
や
改

良
検

討
な
ど
の
充

男

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ
ー
・
：
地
区

セ
ン

タ

ー
を
新
た

に
四
力
所
設

置
。
こ

れ
ら

を
統
括
す
る
担
当
部
門
を
庁
内
に
設
置

し
、
在
宅
介
護
支
援
体
制
を
充
実

シ

ョ

ー
ト

ス
テ

イ

ー
ミ

ド

ル

ス
テ

イ

事

業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
：
新
た
に
開
設

さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
一
カ
所

を
加
え
充
実

巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
・
一

部

地
域
か
ら
二

十
四
時

問
対
応

サ
ー

ビ

ス
に

拡
人
。

滞

在

型

ホ

ー

ム
ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

…

さ

ら

な
る
充
実

。

訪

問

入

浴

サ

ー

ビ

ス

…
派

遣

回
数

を
現

在
の
月
三
回
か
ら
週
一
回
に
拡
充

緊

急
ヘ
ル
プ

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

…
ね

た
き
り

老
人
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
人
の
急
病

な

ど
の
緊

急
時
に
、
介

護

の
た
め
の
場

こ
ど
も
祭
り
：
家
庭
や
地
域
、
学
校
が
一
体

と
な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
機
運
を
盛
り
下
げ

る
た
め
充
実
。

地
域

教
育
セ
ミ
ナ
ー
・：
市
民
と
行
政
が

協
力
し
て
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
抱
え

る
問
題
を
と

も
に
学
ぶ
た
め
青
少
年
会
館
で
開
催
。

柿
ノ

木
台
公

園
体
育
館
（
仮

称
）
…
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
拡
充
す
る
た
め
、

千
葉
大
学
農
場
跡
地
で
建
設
に
着
手
。

平
成
1
1
年
秋
竣
工
予
定
。

少
年
サ
ッ
カ
ー
場
：
主
水
新
田
地
先
の

江
戸
川
河
川
敷
に
二
面
新
司
’

ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流
：
中

学

生
チ
ー
ム
を
韓
国
テ
グ
市
に
堰

碍

ま

た
、
体
育
協
会
加
盟
団
体
の
交
流
事
業

へ
の
補
助
を
引
き
続
き
行
う
。

国

際
交
流

…
国
際
交
流
協
会
の
運
営
な

ど
に
対
し
、
補
助
を
引
き
続
き
行
い
、

市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
が
よ
り
活

発
に
な
る
よ
う
支
援
。

外

国
人
へ

の
情
報
提
供
…
市
在
住
の
外

国
人
が
市
民
と
の
交
流
を
深
め
、
快
適

に
生
活
で
き
る
よ
う
、
五
力
国
諸
に
よ

る
生
活
関
連
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ｙ

ど
を
提
供
。

所

な
ど
を

確
保
し

、
適
切

な
介
護

サ
ー

ビ
ス
に

つ
な
げ

る
た
め
、
緊

急

ヘ
ル
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム
：

市

内

に
建

設

す

る
施
設

に
助
成

を
行

い
、
入
所

希
望

者

の
増
加
に
対

処
。

精

神

薄

弱

者

更

生

施

設
・
：
増

築
を
行

う

施

設
に
助
成
し

、
入
所

枠
を
確
保

。

六

実

地

区

の

保

育

園
・：
人

口
増

加

に
伴

ラ

保
育

需
要
に
対

処
す

る
た
め

、
同
地

区
に
建
設
す
る
保
育
園
に
助
成
。

保
育

所

調

理

室

の

ド

ラ

イ

シ
ス

テ

ム
化

…
民
問
お
よ
び
公
立
保
育
所
の
調
理
室

の
衛
生
面
と
作
業
面
の
環
境
整
備

社

会

福

祉

協

議

会

…
民

問
組

織

と
し

て

の
自
主
性
な
高
め
る
必
要
か
ら
、
独
自

。
採

用
職
員

に
よ

る
運
営

に
段

階

的
に
移

行
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
。
新
た
に
四

地
区
に
設
置
さ
れ
、
市
内
十
二
地
区
す

べ
て
に
設

置

さ
れ
る
地

ぼ
社

会

福

祉
協

議
会
に
引
き
続
き
助
成
。

福

祉

公

社
・
：
事

務
所

の

拡
充

と

改

修
を

行
い
、
独
自
事
業
や
受
託
事
業
を
促
進

平

和

事

業
・
：

「
世

界

平

和

都

市

百

言
」

の
趣
旨
に
基
づ
き
、
新
た
な
事
業
を
加

え
る
な
ど
平
和
を
願
う
心
が
広
が
る
よ

う
さ
ら

に
充
実

。

戸
定
歴
史
館
・
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
徳

川
慶

喜

」

の
放

映
に

よ
り

、

戸
定

邸
や
戸
定
歴
史
館
に
関
心
が
集
ま
っ
て

お
り

、
新
年

度
早
々

に

「
使

者
の
問

・

従
者

の
問
」

の
復
原

も
完

成
。
松
戸
と

慶
喜
・
昭
武
兄
弟
の
か
か
わ
り
を
紹
介

す

る
特

別
展

、
通
常
展

を
開
催

。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
・
：
写
真
撮
影
を
愛

好
し
数

々
の

作

品
を

残
し
た

昭
武
公

に

ち

な
ん
で
開

催
し
、

松
戸
の
歴

史
的

文

化
を
内
外

に
向

け
発

信
。

案
内

板

等
の

設

置
・
：
松

戸
駅

東
口

か

ら

戸
定
が
丘
歴
史
公
園
に
至
る
ル
ー
ト
に

設
置

し
来
訪

者
の
利

便
を
図

る
。

グ
ッ

ズ
販

売

所

設

置
・
：
戸
定

邸

を
訪

れ

た
記

念
と
し

て
関
連

グ
ッ

ズ
な
ど
を

販

売
。
あ
わ
せ
て
新
た
な
グ
ッ
ズ
の
制
作

に
取
り
組
む
。

文
化
振
興
財
団
・
：
文
化
会
館
の
管
理
を

一
部
委
託
し
、
積
極
的
な
事
業
展
開
が

図

れ
る
よ
う

、
引

き
続
き

支
援
。

3月 定 例 市 議 会 初 日(3 月2

日) に 、 市 長 は 施 政 方 針 を

発表 し ま し た 。 施 政 方 針 の

あ ら ま し を 紹 介 し ま す 。

な お 、当 初 予 算 の 概 略 に つ

いて は､ 次 号 に 掲 載 し ま す 。

施 政 方 針 の 全 文 は 、 行 政

資料センター(市役所別館1

階)または､インターネット

(ホームページ＝http://www.

intership.ne.jp/matsudo/)

で 見 る こ と が で き ま す 。

問政 策 企 画 室

℡366-7311 番
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安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現

市

民
が

憩
い
と

潤
い
を

実
感

す
る

こ
と

が
で

き

る
快
適
な

生
活
空

間

を
実
現

す
る

た
め
に

は

、
ま
す

水
や
緑

を

保
全
、
活

用

し
、

自
然

環
境
に

配
慮
し

た

空
間
づ

く
り

が
大
切

で

す
。

幸
い

に

も
本
市

に
は

、
水
や

緑
の

資
源

が

比

較

的

多

く

残

さ

れ
て

い

る
と

と

も

に
、

市
民

が
自
主

的
に

ま
ち

づ
く
り
に

参

画
す

る
機

運
が
醸

成
さ
れ

て
い

ま
す

。

そ
こ
で
、
市
長
就
任
後
直
ち
に
「
緑
花

清
流

に
よ

る
ま
ち

づ
く

り
」

を
掲
げ

、
市

民
の
積
極
的
な
参
加
を
得
て
、
「
江
戸
川

松
戸

フ
ラ

ワ
上

つ
イ
ン
」

づ

く
り
や

「
清

流
復
活

」

に
向
け

た
取

り
組
み

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

そ

し
て

、
こ
の

緑
花

清
流
に

よ

る
ま
ち

づ
く
り
を
、
前
期
基
本
計
画
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ

プ
ラ

ン
の

一
つ
で

あ
る

「
水
と
み

ど

り
と

歴

史
の

回

廊

づ
く

り

推
進

プ
ラ

ン
」

と
し

て

具
体
化
し

て
い

き
た
い

と
考

え
て

い
ま

す

。
す
な

わ
ち

、
身
近

な
緑
花

を
推

進
す

る
と

と
も
に

、
市
内

に

点
在
し

て
い

る
水

や
緑

の
資
源

を

、
点
か
ら

線
と
し

て

結
び

、

さ
ら
に
今

後
は

歴
史
と

文
化

資
源

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

し

、
市
民

が
憩
い

親
し

め

る

回

廊

づ

く

り
に

着
手

し

て

い

き

ま

す

。

水
と
み
ど
り
の
回
廊
づ
く
り
・
：
検
討
委
員
会

を
設

置
し

、
市
民

参
加
に

よ
り
全

体
的

な
構
想
の
立
案
に
取
り
組
む
。

江
戸
川
松
戸
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
：
花
畑
を
市

い
す

な
ど

で
散
策

で
き

る
遊
歩
道

の
整

備
を
完
了
。

清
流

ル
ネ

ッ
サ
ン

ス
2
1
計
画

…
建
設

竹
の

事
業

に
よ

る
江

戸
川

河
川

敷
の

流
水
保

全
水
路
が
６
月
に
完
成
美
疋
。
こ
の
流

水
保

全
水
路

は
、

浄
化
水

を
坂
川

等
へ

導
水
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
量
の
確
保

と
河
川

浄
化

に
大

き
な
期

待

が
寄

せ
ら

れ
て

い
る

。
市

民

に
親
し

ま
れ

る
水
辺

空
間

と
し
て

江
戸
川

松
戸

フ
ラ

ワ
ー

フ

イ
ン
と
合
わ
せ
て
、
大
い
に
活
用
し
て

い
く
。

県
事
業
と
し
て
も
新
年
度
に
は
富
士
川

水

系
で

浄
化

施

設

の
建

設

が
始

ま
り

、

本
計
画

の
実

現
に
向

け
て

大
き

く
前
進

す
る
。

緑

の
基

本

計
画

…

緑
全
般
の

あ
る
べ
き
姿

を
展

望
し

、
緑
豊

か
で
美
し

い
ま
ち
並

み

に
対

す

る
市

民

の
需

要

に
こ

た
え

、

「
み

ど
り
」

の
役
割
を
効
果

的
に
発
揮

さ

せ

る
た
め

の
指
針

と
し

、
今
後

は
こ
の

計
画

に
基

づ
き

さ
ま

ざ
ま

な
事

業
を
展

開

市

民
協

働
型

の
緑

化
の

推
進
・
：
公
共
用
地

の
中

で
利
用

が
可

能
な

グ
リ

ー
ン

ベ
ル

ト

や
街
路
升

、
公

園
接
道

部
分

、
子
ど

も

の
遊

び
場

な
ど

に
、
市

民
参
加

に
よ

る
花
壇
づ
く
り
を
推
携

根
木
内
城
址
…
城
郭
の
遺
構
と
し
て
「
土

塁
「
空
堀
≒
土
橋
」
な
ど
が
現
存
。
こ

の
貴
重
な
歴
史
的
資
産
を
公
園
と
し
て

保
全
し

活
用
す

る
た

め
、
平

成
1
0
年
度

の
都

市
計
画

決
定

を
日
指

し
て

、
基
本

的
な
整
備
計
画
等
の
作
成
に
着
手
。

議会で施政方針を発表する市長

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
…
入
口
広
場
を

整
備
す
る
と
と
も
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設

置
す

る
。
ま

た
、
整

備
が
待

た

れ
て

い
る
野
外

活
動

ゾ

ー
ン
に
着
手

し
、
二

〇
〇
一
年
の
全
面
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。

住

宅

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン

…
住
宅
施
策

を
計

画
的
・
総
合
的
に

推

進

す

る

た
め

の

指

針

と
し

て

ス

タ

市

営

住

宅
・
：
住
宅

施

策
の
一
環
と
し
て
、

高
齢
者
、
障
害
者
、

母

子

世

帯

な
ど

真

に

住

宅

に
困

窮

す

る
市

民

に

、

バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
を

含

め

た
良

質

な

市

営

住

宅

を

、
借

り

上

げ

方

式
に

よ

り

市

内

三
ヵ

所

に
百

ニ
十
ニ
戸
確
保
。

環
境
計
画
…
自
然
環
境
を
高
め
、
公
害
事

象

を
解

消
し
、
地

球
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
一
体
と

な

っ
て
具
体

的

な
作
業
に

取
り
祖

ん
で

い

く

こ
と
を
示
し

た
計
画

。
そ
こ
で

、
率

先

し

て
環

境
に
配

慮
す

る
姿
勢

を
示
す

た

め
、
エ
コ

オ
フ
ィ
ス
の
推
進
に
努
め
る
。

ご

み

処
理

基

本
計

画
・
：
ご
み
の
滅
量
と

地

球

に
や
さ
し

い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て

、

市

民
お
よ

び
事

業
者

の
協
力
の
も
と
に

、

引
き
続
き
先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
践
。

事

業
系

廃
棄

物
・
：
適
正

な
処
理
と
資
源
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。
そ
こ
で
、

商

工
業

団
体

の
参
画

を
得
て

リ
サ
イ

ク

ル
委
貝
会
を
設
置
し
、
稔
台
工
業
団
地
お

よ
び
五
香

地
区

商
店
街

で
実
施

す

る
り

サ
イ
ク
ル
モ
デ
ル
事
業
を
支
援
。

リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
・
：
総
合
的

な
リ
サ
イ

ク
ル
事

業
の

拠
点
と
し

て
休

炉
と

な
る

六
和

ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ

ー
内

に
設
置

す

る
た
め
の
検
討
を
開
始
。

空
き

缶
な

ど
の

ポ

イ
捨

て
：

市

民
会

議
の

最
終
提
言
に
基
づ
き
、
ご
み
の
散
乱
防

止

対
策

を
実

施
。
松
一
戸
駅
周

辺
を
美

化

重
点
地
区
と
し
て
、
地
元
商
店
街
等
と

連
携
し
て
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
む
。

自

転

車
駐

車

場
整

備

…
放
置
自
転
市

が
人

や
車

の
通
行

を
妨

げ
、
防
災

や
周
辺

景

観
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
有

料
白
転
車
駐
車
場
を
新
た
に
五
カ
所
導

入
し
、
1
0
月
ご
ろ
ま
で
に
開
設
。

こ
れ
に
合

わ
せ
て

、
新
た
な
補
助
制
度

に
よ
り
、
民
問
自
転
車
駐
車
場
を
育
成
。

消
費

生

活

…

消
費
者
保

護
基

本
法

は
、
平

成
!
0
年
度
に
制
定
二
十
周
年

を
迎
え

る
。

近
年

の
、
キ

ャ
ッ
チ
セ

ー
ル
ス
や
悪
徳
商

法
は
ま
す
ま
す
手
口
が
巧
妙
に
な
る
と

と
も
に
、
食
品
や
製
品
な
ど
の
安
全
性
に

も
高

い
関
心

が
寄
せ

ら
れ
て

い

る
こ
と

か
ら
、
消
費
生
活
相
談
員
を
増
員
し
充
実

地
域
防
災
計
画
・
災
害
死
亡
者
ゼ
ロ
を
目
指

魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
と

産
業
の
振
興

市
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
期
構
想
に
掲

げ
ら

れ

た

都

市

像

を

目

指
し

、
住

宅

都

市

か

ら

生

活

都

市

へ

と

大

き

く
発

展

を

遂

げ

て

き

ま
し

た
。

私

は

、

す

べ

て

の

市

民

が
誇

り

と

愛

着

を

も
っ

て

生

活

が

送

れ

る
よ

う
、

こ

れ
ま
で
培
い
蓄
積
し
て
き
た
資
源
を
生

か

し

、
自

然

環

境

と

都

市

環
境

の

均

衡

あ

る

整

備

に

よ

り

、
「
住

ん

で

よ

い

ま

ち

」

と

い

え

る

充

実

し

た

生
活

都
市

の

実

現

を

目

指

し
て

い

き

ま

す

。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り

に

お
い

て

整

備

し

て

き

た

都
市

基
盤

の

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

化

を

図

り

、

都
市

交

流

拠

点

の

形

成

と

地

域

間

の

交

流

を
促

進

し

、
「
訪

ね
て

よ

い

ま

ち

」

と

い

え

る

活
力
あ
る
交
流
都
市
の
実
現
に
取
り
組

ん
で

い

き

ま

す

。

そ
し

て

、
市

内

に

あ

る

自

然
や

歴

史

文

化

な

ど

の

資

源

を

保

全

・
活

用

し

、

市

民
や

来

訪

者

が

喜

び

や

安
ら

ぎ
を

感

じ
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
ど
」
の
創

出
を

目
指

し

て
い

き
ま

す

。

都

市

計
画

マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン
・
：
都

市
の

全
体
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
の
ま
ち

づ
く
り

の
将
来

像
や
整

備
の
方

同
性
を

示
干

も
の
と
し

て
新

年
皮
内

に
成
案
化

。

し
改
副
し
た
こ
の
計
画
に
基
づ
き
指
定

避
難
場
所
医
療
機
関
等
を
市
民
に
周
知

す
る
た
め
「
防
災
マ
ッ
プ
」
の
全
戸
配
布
。

県
立
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
千
葉
大
学
農
場

跡
地

に
６
月
１

日
に

オ
ー

プ
ン
。
市
民

の
安
心
安
全
性
を
高
め
、
千
葉
県
内
部

地
区
の
防
災
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

防
災

訓

練
・
：
毎
年

９
月
１
日

の
「
防
災

の

日
」

に
合
わ
せ

て
開
催

し
て

い
る
防
災

訓
練
は
、
・
「
第
十
九
回
七
都
県
市
合
同
防

災
訓
練
」
の
千
葉
県
会
場
と
な
っ
た
の

で
、
古
ケ
崎
地
先
の
江
戸
川
河
川
敷
で

北
松
戸
駅
西
口
周
辺
地
区

…
従
来
の
生

産
機
能
に
加
え

、
新
た
な
商
業
・
業

務
・
娯
楽
機
能
な
ど
を
備
え
た
広
域
交

流
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
、
関
係
者

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
。

新
松
戸
駅
西
口
周
辺
…
Ｊ
Ｒ
貨
物
線
の
ア
ン

ダ
ー
バ
ス
の
歩
道
部
分
を
か
さ
上
げ

し
、
安
全
か
つ
快
適
に
通
行
で
き
る
よ

う
改
良
。

松
戸
駅
東
口
デ
ッ
キ
…
耐
震
補
強
と
ス

ロ
ー
プ
を
設
世
。

六
実
駅

周
辺
地
区

…
新
た
な
ま
ち

づ
く

り
に
対
す
る
地
元
の
気
運
の
高
ま
り
の

中
で
、
市
街
地
再
開
発
事
業
に
向
け
た

計
画
を
策
定

六
実
踏
切
立
体
交
差
化
事
業
・：
平
成
1
3

年
度
の
事
業
着
手
を
目
指
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
促
進
を
図
る
。

松
戸
駅

や
稔
台
駅
周
辺
地
区

、
小

金
原

地
区
な
ど
の
既
成
市
街
地
・：
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
市
街
地
再
開
発

の
実
現

に
努
め
る
。

北
小

金
駅
周
辺
地
区
・：
本
土
寺
や
東
漸

寺
な
ど
の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
、
居

住
と
商
業
の
調
和
す
る
市
街
地
再
開
発

事
業
の
実
施
に
向
け
た
調
査
を
行
う
。

参
加
機
関
約
五
十
、
参
加
人
員
約
五
千

人
規
模
の
広
域
的
な
訓
練
と
し
て
実
施

消

防

・
救

急

体
制
・
：
消
防

の
中
枢
で
あ

る

消
防
指
令
管
制
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
着

手
し

、
平

成
1
2
年

度
の
稼

働
に

向
け
て

整
備
。
ま
た
、
水
難
事
故
へ
の
迅
速
な
対

応

を
図

る
た
め

、
新
た

に
消
防
職

貝

の

潜

水
免
許

の
取
得

と
救
助

用
備
品

の
整

備
を
行
い
、
水
難
救
助
隊
を
充
実
強
化
。

消
防
団
…
計
山
的
に
進
め
て
い
る
消
防
団
の

消
防
セ
ン
タ
ー
の
改
修

を
、
新
た
に
三

力

所
整
備

新しい消防指令管制シ ステムで救急体制を 強化し ます

土

地

区

画

整

理

事

業
・
：
紙
敷

地
区

を

は

じ

め
、
各
地
区

の
区

画
整
理
事
業

に
つ

い
て
も
、
そ
の
円
滑
な
事
業
の
推
進
を

引

ぎ
続
き

支
援
。

広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
…
東

京
外

か
ぐ
環

状
道

路
の
整

備
促
進

や
北

千

葉
道
路

な
ど
の
広
域

幹

線
道

路

の
早

早
期
事
業
化
を
引
ぎ
続
き
関
係
機
関
へ
要

要
請
地

下

鉄

１１

号

線

の

松

戸

延

伸
・
：
実
現

に

向

け
た
新

た
な
進
展

を
求

め
て
、
周

辺

都
市
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
、
関
係

自

治

体
と

の
緊
密

な
連
携

で
、
国

や
関

係
機
関
に
対
し
積
極
的
に
要
請

鉄
道
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
設
置
事
業
…

新
京
成
松
戸
駅
ホ
ー
ム
に
設
置
。

路

線

バ

ス

…
各

社

共
通

の

プ
リ

ペ
イ

ド

カ
ー
ド
に

よ
り
、
市

内

や
都
内
な

ど
で

運
行

さ

れ
て

い
る
す

べ
て

の
シ

ス
テ

ム

導

人
路
線

に
利
用

で
き

る
「

バ
ス
共

通

カ
ー

ド

シ
ス
テ

ム
」

の
導
入

を

支
援

。

ま

た
、
高

齢
者

や
車

い
す

な
ど
に

は
特

に
利

用
し

や
す

い
、
乗

降
囗
に

ス
テ

ッ

プ
の
な

い
「
ノ
ン

ス
テ

ッ
プ
ハ

ス
」

を

県

内
で
初

め
て
導
入
。

街

路

事

業

…
３

・
３

・
６

号

線

の
千

駄

堀
～
八
ケ
崎
間
の
新
年
度
内
の
完
成
お

よ
び
３
・
３
・
７
号
線
の
幸
谷
二
ツ

木

間

の
早

期
開

通

を
目

指

す

。
ま
た

、

３

・
１

・
２
号
線

お
よ

び
３

・
４

・
4
0

号
朦
や
平
成
1
1
年
に
開
設
が
予
定
さ
れ

て

い

る

「
流

山

運

転
免

許

セ
ン

タ

ー・

（
仮
称
）
」
へ

の
ア
ク
セ

ス
道

路
に
つ

い

て
は
新
年
度
内
に
供
用
開
始
。
県
事
業

で

本
工

事

に
着
手

し

た
３

・
１

・
1
7号

線

の
五
香
立

体
を

は
じ
め
、

３

・
４

・

1
6
号
線
の
主
要
地
方
道
市
川
松
戸
線
な

ど

の
整
備

に
つ

い
て
も
、
そ

の
促
進
に

つ
い
て
重
ね
て
県
に
要
請

河

川

・
排

水

路

な

ど

の

整

備
・
：
赤

圦

樋

門

の
改

築

お

よ

び
排

水

機

場

の

新

設

や
、
坂
川

お
よ

び
新

坂
川

の
未
整
備
区

間

の
整
備

促
進
な

ど
を
、
引

き
続
き
国

や
県
に
対
し
要
請
。
国
分
川
の
黎
明
橋

～
獅
子
舞
橋
問
の
改
修
事
業
は
市
民
参

加

に
よ
り
親

し
ま

れ
る
川
と

な
る
よ

う

検

討
を
遥

め
る

。
上
富
士
川

お
よ

び
神

明

堀
の
河

川
改
修

や
、
紙
敷

川
、
馬

橋

弁
天

地
区

な
ど

の
排
水
路
整

備

を
進

め

る
ほ
か
、

河
原
塚

中
学
校

に
雨
水

貯

留

施

設

を
設
置

し

、
地
域
の
浸

水
被

害
の

解
消
に
向
け
て
整
備
。

下
水
道
…
松
戸
幹
線
系
統
区
域
の
供
用
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
紙
敷
地
区

の
一
部
な
ど
で
供
用
を
開
始
。
併
せ
て
、

面
的
整
備
を
引
き
続
き
推
進
し
、
処
理

区

域

の
拡

大
に
努

め
、
約

六
四
％

の
下

水
道
普
及
率
を
目
指
す
。

水

道

事

業

…

市
民

へ

の
水

道

水

の
安

定

供
給
の
た
め
、
老
朽
管
の
更
新
を
引
き

続
き
計
画
的
に
推
進
。
ま
た
、
事
務
所

を
ニ

ッ
木

の
小

金
庁

舎
に

統
合
し

、
事

業
を
効
率
的
に
運
賞

商

店

街

の

共

同

施

設
・
：
街

路
灯

や

ア
ー

都
市
経
営
の
視
点
に
立
っ
た

行
財
政
運
営

近
年
の
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
非
常
に

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
よ
り
高
度
・

多

様
化

す
る
行

政
需

要
に
対

処
し

て

い
く

た
め
に
は
、
一
層
効
果
的
・
効
率
的
な
施

策

を

実
現

す

る
シ
ス

テ
ム

を
形

成
し

て

い

か
な
け

れ

ば
な

り
ま
せ

ん
。

そ
こ

で
、
特

に
社
会

情

勢
の
変
化

に
対

応
し
た

組
織

の
見
直
し

を
進

め
る
と

と
も

に
、
地

方
分

権

を
は

じ
め
と

す
る

さ
ま

ざ

ま
な
環

境
の

変
化
に
対

応
し

、
政
悛
形

成

力

や
政
策

調

整
力

を

一
層

高

め

る
た

め

、

各

種
研

修
を

は
じ
め

、
人
事

管
理
全

般
を

通
じ
て
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
政
情
報
の
共
有
化
や
一
元
化

を
推

進
し
、
行

収
運

営
の

生
産
性

を
向
上

さ
せ

る
た
め

、
行
政

情
報

シ
ス
テ

ム
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

行

政
リ

ス
ト

ラ
に

つ

い
て
は
、
市

民

の

理
解
と
協
力
を
頂
き
、
ほ
ぼ
目
標
を
達
成

し
て

き
ま
し

た
。
新

年
度

が
、
こ

の
行

政

リ
ス
ト
ラ
実
施
計
画
の
最
終
年
度
に
当
た

る
こ
と

か
ら

、
引
き

続
き

計
画

の
達
成

に

努
め
て
い
き
ま
す
。

広
域

行

政
へ

の
取

り

組

み

に

つ

い

て

は
、
現

在

の
六
市
二
町

で

構
成
す

る
東
葛

市

町

広
域
行

政
連
絡

協
議

会
を
母
体

と
し

て
、
国

で
進

め
ら

れ
て

い
る
地

方
分

権
や

規
制
緩
和
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
周

辺
都

市
と

協

力
し

、
多
面

的

に
連
携

を
図

っ
て

い
き
主
士

。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
急
激
な
高
齢
化
や

少
子
化
、
女
性
の
社
会
参
画
の
進
展
な
ど
、

新
た

な
社
会
環

境

の
形

成
に

よ
る
多
種

多

様
な
行

政
需
要

に
こ

た
え
て

い
か
な

け
れ

ば
な
り

ま
せ

ん
。

加
え
て
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
日
本
経

済

の
低

成
長

と
、
国

と
地
方

の
行

政
構
造

の
枠
組
み
の
変
化
と
い
ヽ
激
動
す
る
社
会

経

済
環
境
に

あ
り

、
ま
さ
し
ぐ

財
政

構
造

改
革
は
、
国
の
み
で
な
ぐ
本
市
に
お
い

て
も
行
政
と
し
て
の
都
市
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
う
え
で
、
急
を
要
す
る
大
事
な
課

題
で

す
。

そ
こ

で

、
厳

し

い
財

政
状

況

の
も

と
、

総
合
計
画
を
よ
り
実
効
あ
る
も
の
と
す
る

た
め

、
こ

れ
か
ら

も
財
政

の
一
層

の
健
全

化

に

向
け
て

庁

内
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
等

を
祖

織
し
、
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま

す
。

チ
な
ど
の
共
同
施
設
の
設
置
に
っ
い
て

引
き

続
き
助
成

。

制

度

融

資

…

経

済
情

勢

に
即

し

た

制
度

融
資
を
行
い
、
市
内
の
企
業
の
経
営
の

安
定

化
の
た

め
支
援

。

市

場

事

業
・
：
施

設

の
整

備

・
改

善

に

よ

り
市
場
機
能
の
強
化
と
市
場
流
通
の
活

性
化
を
引
き
続
き
支
援
。

都

市

農

業

…

減

農
薬

な

ど

に

よ

る
病
害

虫
防

除

技
術

を
高
め

、
都

市
と
調
和
し

た
環

境
に

や
さ
し

い
農
業

の
普

及

・
定

着
に
向

け
助
成

。
農

業
後
継

者
や
認

定

農
業

者
な

ど
が
、
農
用

地
な

ど
の
利
用

権
や
所
有
権
の
設
定
・
移
転
を
計
画
的

か
つ
円
滑
に
害
施
で
き
る
体
制
づ
く
り

の
推
進

就

労

環

境

と

就

労

機

会

の

整

備
・
：
障
害

者
を
雇

用
し

た
事
業

王
に
対

す

る
助
成

を

行

い
、
障

害

者

の
雇

用

機

会

を

拡

大
・
定
着
。

近
郊
型
観
光
の
振
興
：
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ

る

「
松

戸
花
火

大
会
」

を
は

じ
め

「
松
戸

ま

つ
り

」

や

「
桜
ま

つ
り

」

な

ど
、

松
戸
商
工

会
請

所
な

ど
関
係
機

関

や
市
民

の
協

力
を

得
な

が
ら

開
催

。

江

戸

川

の

舟

運

事

業
・
：
国
に

お

い
て
江

戸
川

の

舟
運

事
業

の
一

環
と

し
て

、
災

災
害
時
の
緊
急
輸
送
を
担
う
船
着
場
の
整

備
を
予
定
。
こ
れ
を
機
会
に
、
平
常
時

に
お
け
る
水
上
バ
ス
な
ど
の
舟
運
事
業

を
推
進
し
、
関
連
事
業
と
一
体
と
な
っ

た
観

光

ス
ポ
ッ
ト
を

創
出

。

以上、新年度を迎えるに当 たり、 所信の一端を申し述べましたが、新しい世紀の幕

開けまであと3 年を残 すのみとなりまし た。

21 世紀は、人類がこ れまで に経験 することがなかった、 未知なる世界へのスター

トで すが、希望に満ちた輝かしい未来であることを強く願うものです。

私は、市長 就任以来今日まで、46 万都市である 松戸市をさらに活力と魅力あるも

のとしていくため、全力を傾注して市政運営に取り組んできましたが、まだ緒につい

たばかりです。

今後とも、「市民党」の代表として、議員各位ならびに市民の皆さ んのご協力を頂き

まして、市長と しての責務を 完遂していきたいと念じてい ますので、引き続き絶大な

るご支援とご協力をお願い申し上げ、施政方 針の説明とします。

事業の完遂のため努力
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第
五
次
総
合
五
か
年
計
画

市
で
は

、
平
成
６

年
４

月

に
第
五

次

総
合
五

か
年

計
画
を

、「
ゆ
と

り
・

豊

か
さ
　
ヒ
ュ

ー
マ
ン

シ
テ

ィ
ま
つ

ど
5
5
」
を

合
言

葉

に
ス

タ
ー

ト
し

、

こ

れ
ま
で
に

設
置
し
た
文

化
施
設
や

保

健
施
設

な
ど
を
活
用
し

た
、
ソ
フ

ト

施
策
を

基
調
に
推

進
し

て
き

ま
し

た
。そ

れ
は

、
長
寿
社
会
へ

の
対
応
や

質

の
高
い
生

活
空
間
の
形

成
、
文
化

の
創
造
な

ど
を
主

な
テ
ー
マ
と
し
て
、

人

間
性

あ
ふ

れ
た
ま

ち
づ
く
り

を
目

指
し
て
き

た
も
の
で
す

。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、

数
々

の

施
策
を
実
施

す
る
こ
と
が

で

き
ま
し

た
。
こ
こ
で

、
平
成
６

年
４

月
か
ら

平
成
1
0年
３

月

ま
で
の

成
果

の
一
部

を
施
策
の
体

系
別

に
紹

介
し

ま
す

。

問
政
策

企
画
室

℡
3
6
6
・
7
3
1
1

番

明るい生きがいのあるまち （健康 ・福祉の充実）

財松戸市福祉公社　平成6年3月設立、10月サービス開始

在宅介護支援センターの設置 （中央）平成6年6月東松戸病院内。

（地区）平成8年10 月新松戸・小金原、平成10 年1月東部にオープン

移動児童館　平成6年9月スタート

訪問看護ステーション　平成7年4月、中央保健センター内にオー

プン

市民健康大学　平成7年11 月、中央保健センター内にオープン

乳幼児健康支援デイサービス　平成9 年7月スタート

地区社会福祉協議会　平成10 年3月末現在8ヵ所オープン

健康福祉会館「ふれあい22」（常盤平保健センター、こども発達セ

ンター、障害者福祉センター）平成10 年4月オープン予定

人 と都 市 との 調和 す る ま ち （快 適 環境 の向 上 ）

21 世紀の森と広場の自然観察舎　 平成6 年10 月９日オープン

矢切の親水広場　平成7 年4 月１日オープン

和名ケ谷クリーンセンター　平成7年9月完成、平成7年10月稼働

川をきれいにする課の設置　 平成8 年4 月１日

コミュニティ体育館（千葉大農場跡地） 平成9 年度造成工事完了、

平成11年度オーブン予定

流域下水道矢切、松戸幹線（県事業） 平成10 年4 月供用開始予定

ご
み
処
理
施
設
・
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ゆとり と感性 のあ る まち （豊 かな心 と文 化 の 創造 ）

中学校屋内体育館増改築　4 校（二中､ 三中､ 四中､ 常盤平中）実施

小学校大規模改造　4 校（小金小、常盤平一小 、北部小 、馬橋小）

実施

中学校大規模改造　1 校（二中）実施

中学校給食　平成7 年4 月から全校（21 校）実施

図書館和名ヶ谷分館　平成8 年5 月オープン

和名ヶ谷スポーツセンター　平成8 年5 月オープン

小学校コンピュータ学習　平成10 年3 月末現在13 校実施

あ
な
た
の
健
康

乳
が
ん
手
術
に
お
け
る
乳
房
温
存
療
法 243

近
年
、
乳
が
ん
手
術
の
際
に
、

切
除
部
分
を
可
能
な
限
り
小
範
囲

に
と
ど
め
て
乳
房
を
残
し
、
生
活

の
質
の
向
上
を
め
ざ
す
治
療
法
が

追
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
乳

房
温
存
療
法
と
い
い
ま
す
。

著
明
な
乳
が
ん
の
増
加

が
ん
が
死
亡

原
因

の
ト

ッ
プ
と

な
っ
て
、
既
に
十
年
以
上
が
経
過

し

て

お
り
、

お
よ
そ
三

人
に

Ｉ
人

が

が
ん
に
よ
り

死
亡

す
る
時

代
を

迎

え
て

い
ま

す
。
女

性
で

は
現
在

、

乳

が
ん
は
胃

が
ん
に

次

い
で

多

い

の
で
す

が
、

生
活
様

式
の
欧

米
化

に
伴

い
、
西
暦

二
〇

〇
〇
年

に
は

女

性

の

が
ん
の
第

一
位
に

な
る
と

予
想

さ
れ
て

い
ま
す

。
女

性

が
乳

が

ん
に
な

る
危

険
性

は
、
三

十
歳

こ

ろ
か
ら
急

上
昇
し

、
四

十
歳
後

半

に
ピ

ー
ク
と
な
り

ま
す

。

手
術
法
の
進
歩

乳

が
ん

の
手

術
法

と
し

て
、
今

ま
で

は
乳
房

、
胸
筋

お
よ

び
脇

の

下

の
リ
ン

パ
腺
を
大

き
く
取

り
除

く
、
定
型

的
乳

房
切
除

術
で
し

た
。

と
こ

ろ

が
早

期
乳

が
ん

が
増
え

る

に

つ
れ
、
次

第
に
胸

筋
を

温
存
す

る
縮
小

手
術

の
方
向

に
進

み
、

さ

ら

に
は
乳

房
を
残

す
乳

房
温
存

療

法

が
行

わ
れ
る
よ
う

に

な
り
ま

し

た
。早

期
乳

が
ん

の
乳

房
温

存
療
法

は

、
乳
房
切

除
術
と

同
等

の
成
績

を
示

す
こ
と

が
証
明

さ

れ
て

い
る

か

ら
で
す

。

乳
房
温
存
療
法
と
は

欧
米
で
は
脇
の
下

の
リ
ン
パ
腺

の
は
れ
に
関
係
な
く
、
四
～
五
セ

ン
チ

ま
で

の

が
ん
の
し
こ

り

に
対

し
て

乳
房
温

存

療
法
は
行

わ

れ
る

こ
と

が
多

い
の
で

す

が
、
日

本
人

で

は
乳
房

が
そ

れ
ほ

ど
大

き

く
な

い
こ

と

な
ど
に

よ
り

、
し

こ

り

が

二
～
三
セ
ン
チ
ま
で
で
、
脇
の
下

の
リ
ン

パ
腺

を
触

れ

な
い
例

に
行

わ

れ
る

の
が
一

般
的
で

す
。

手

術
法
と

し

て
は
乳
房

を

全
部

切
り
取

ら

ず
、

し
こ
り

と
そ

の
周

り
を
一
～
ニ
セ
ン
チ
付
け
て
取
り

出
す
腫
瘤
切
除
術
と
、
し
こ
り
を

含

む
四
分

の
一

の
乳
腺

を
取

り
除

く
四

分
円
切
除

術
と
が
あ
り
ま

す
。

こ

の
と

き
同

時

に
行

わ
れ
て

い
た

脇

の
下

の
リ
ン

パ
腺

の
切
除

も
漸

次

省
略
す

る
よ

う
に

な
っ
て

き
ま

し
た
。
ま

た
、

術
後

の
放
射

線
療

法

や
抗

が
ん
剤

や
ホ

ル
モ

ン
療
法

な
ど
も
進

歩
し

つ
つ

あ
り
ま

す
。

こ

の
治
療
法

で
は

、
乳
房

の
ほ

と

ん
ど

が
残

る
の
で

す
か
ら

美
容

効

果
は
大

で
、

八
～

九
割

の
患
者

さ
ん
は

ほ
と

ん
ど
左

右
差

を
認
め

ま

せ

ん
。
乳
房

切
除

術
に
比

べ
て

治

る
率

は
同
じ

で
も

、
生
活

の
質

は
ず

っ
と
向
上

し
ま

す
。
た
だ
し

、

早

期
乳

が
ん
で

も
乳
房

温
存

療
法

に
適
し

な

い
症

例
も

あ
り
ま

す

の

で

、
専

門
医
と

十
分

相
談
し

て
く

だ
さ

い
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

平成10年4月からスタ＝卜する総合計画(基本構想、前期

基本計画、第１次実施計画)については、その概要版を４月

１日の新聞折り込みにより配布する予定です。

完成間近の健康福祉会館「ふれあい22 」

やさしさとやすらぎのあるまち（安心できる暮らしの実

現）

高規格救急車　平成7年2月、Ｂ型救急自動車導入

地域防災無線　平成8年基地局、中継局の無線機器整備。平成9年

小学校等無線機器配備

八ヶ崎消防署　平成8年10 月オープン

警察官派出所の増設（県事業）平成9年4月、小根木交番オープン

柳原排水機場（県事業） 平成9年7月完成

松戸市地域防災計画　平成10 年3月、地域防災計画改定

県立西部防災センター（県事業）平成10 年6月オープン予定

活力と魅力にあふれたまち（21世紀にふさわしい都市空

間と産業の振興）

商店街法人化の推進　平成6 年五香サンロード商店会 、平成7 年栄

町一番会

各種イベントの支援　平成8 年、松戸花火大会の復活など

矢切の渡し周辺整備　平成8年、矢切の渡し駐車場整備、四季の道

整備

自転車駐車場の有料化　平成9 年4 月 、松戸駅・北松戸駅周辺で有

料化

松戸南郵便局（郵政省）　平成9 年10 月13 日オープン

五香踏切立体交差事業（県事業） 平成9 年12 月着工

ＪＲ武蔵野線東松戸駅　平成10年3月オープン

３・３・６号線　平成10 年度完成予定（中和倉地先～千駄堀地先）

計画を推進するために

女性センター「ゆうまつど」 平成7年9月30 日､改修しオープン

情報公開制度創設　平成7年4月１日、公文書公開条例施行

支所機能の充実　平成8・9年度で4支所にテレビ電話設置

長期構想改定　平成10年4月１日、総合計画としてスタート

女性行動計画　平成10 年4月１日、男女共同参画プランとしてス

タート

主
な
成
果
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住民票や戸籍謄抄本の

申請ができます

休

日

や
夜

間
な

ど
二

十
四

時
問

い

つ
で
も

住
民

票
、
戸
籍

謄

・
抄
本

の

申

請

が
で

き

る
「
休
日

夜

間
申
請
受

付
ボ
ッ
ク
ス
」
が
市
内
九
カ
所
に
設

置

さ

れ
て

い
ま
す

の
で
、

ご
利
用

く

だ
さ

い
。

受
付
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
…
松
戸

駅
東
西
自
由
通
路
、
常
盤
平
・
小
金
・

小
金
原
・
六
実
・
馬
橋
・
新
松
戸
・

火

切

・
東
部

の
各

支
所
入
口

付
近

申
請
で

き
る
書

類
…
住
民

票
、

戸

籍
謄
・
抄
本
（
市
内
に
本
籍
の
あ
る
人
）

申
請
で

き
る
人
：

本

人
ま

た
は

本

人

と
同

一
世

帯
に
属

す

る
人

（
戸
籍

の
場
合

は
同

籍
者
）

手
数
料
：
一
通
に
つ
き
、
住
民
票

三

百
円

、戸

籍
謄
・
抄
本
四

百
五

十
円

申

請
の
手

順

①
返
信

用
封

筒
を
用

意
し

、
あ

な
た

の
住
所

・
氏

名
を
記

入
し

て
、

八
十

円

切
手

を
張

っ
て

（
切
手

が
な

い
場

合
は
現

金
を
入

れ

て
）
く

だ

さ

い
。

②
備
え
付
け
の
申
請
書
住
民
票
、

戸
籍
謄
・
抄
本
）
に
必
要
事
項
を
記

入

し

て
く

だ
さ

い
。

③
返
信
用
封
筒
と
記
入
し
た
申
請
書
、

手

数

料
を
備

え
付

け

の
専

用
封

筒

に

入

れ

、
封
を

し
て

ボ

ッ
ク
ス

に
投
函

し
て

く
だ

さ

い
。

※
申
請
の
翌
日
（
休
日
の
場
合
は
休

み

明
け
）

に
処

理
し

、
自
宅

に
郵

送

し
ま

す
。

問
市
民
課
　
3
6
6
-
7
3
1
0
番

平成10年

度 集合畜犬登録・狂犬病予防注射

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い

犬
は
、
生
涯
一
回
の
登
録
と
毎

年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

必
要
で
す
。
予
防
注
射
の
接
種

は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
行

う
か
、
左
表
の
予
防

注
射
会
場

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

費
用
三
千
三
百
円
（
予
防
注

射
二
千
七
百
五
千
円
・
注
射
済

票
交
付
五
百
五
十
円
、
初
め
て

登
録
す
る
犬
は
登
録
手
数
料
三

千
円
が
別
途
必
要
で
す
）

※
予
防
注
射
は
ど
こ
の
会
場
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
実
施
日
・
延
期
日
と
も
午
前

中
に
雨
天
で
中
止
し
た
場
合

は
、
午
後
が
晴
れ
て
も
中
止

し
ま
す
。

※
実
施
日
が
雨
天
中
止
の
場
代

延
期
日
に
行

い
ま
す
が
、
両

日
が
雨
天
中
止
に
な
っ
た
場

合
は
以
後
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
飼

い
主
が
押
さ
え

る
こ
と
の

で
き
な
い
犬
は
、
予
防

注
射

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
予
防
注
射
は
健
康
な
犬
で
な

け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

発
情
中
、
妊
娠
の
疑

い
の
あ

る
犬
、
現
在
通
院
中
の
犬
、

健
康
に
不
安
の
あ
る
犬
、
一

ヵ
月
以
内
に
他
の
予
防

注
射

を
受
け
た
犬
は
、
事
前
に
最

寄
り
の
動
物
病
院
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
会
場
で
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主

が
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

問
環
境
管
理
課
環
境
衛
生
係
℡

3
6
6
・
7
3
3
6
番

前
回

ま
で

は
、
国
内
外

の
人
権

擁

護

の
動

き

に
つ

い
て
紹
介
し

て

き
ま
し

た
。
今

回
か
ら

は
、

昨
年

２

月
に

策
定
し

た

「
松

戸
市

人
権

施

策
に

関
す

る
基
本

方
針
」

で
個

別

課
題

と
し
て

挙

げ
て

い
る
項
目

の
性
差

別
、
子

ど
も

、
高
齢

者
、

障

害
者

、
同
和

問
題

、
外
国

橋
市

民

、
特

定
疾
病

患
者

等
の
人

権
に

か
か
わ

る
現
状
と

課
題

に
つ
い
て
、

そ
れ

ぞ
れ
考
え

て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す

。

最

初

に
、外

国
籍
市

民
（
外
国

人
）

の
現
状

に

つ
い
て
紹

介
し
ま

す
。

現
在

、
国
内

に

は
約
百

六
十

力

人

の
外

国
人

が
長
期

的
に
滞

在
し

て

い
ま

す
。

そ

の
う

ち
約

六
十
万

人

は
、
日
本

の
植
民

地
支
配

や
第

二
次
世

界
大

戦
を
契

機
に

来
日
し

た
り

、
強
制

的
に
連
行

さ

れ
た
在

日
韓
国

・
朝

鮮
人

、
中
国

人
な
ど

の
旧

来
外
国

人

（
い
わ

ゆ
る
オ

ー

ル
ド
カ
マ
―
）
で
す
。
そ
れ
に
対

し

て
一
九
七

〇
年
代

以
降

に
来
日

し
始

め
た
新

来
外
国

人

（
ニ
ュ

ー

カ
マ
ー
は
約
百
万
人
で
、
国
籍

数
も

増
え

、
在
留
内

容
も

多
様
化

し

て

い
ま
す

。
ま

た
、
傾

向
と
し

て
日
本
滞

在
の
長

期
化

が
見

ら
れ
、

家

庭
生
活

を
営

む
な
ど
定

住
化

の

進
展

も
見

ら
れ
ま

す
。

九
十
日

以
上
滞

在
す

る
外
国

人

は

、
外
国

人
登

録
法

に

よ
り

登
録

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
ま

す

が
、

そ

れ
に

よ
る
と
平

成
９
年
1
2
月

末

現
在
で
市
内
に
は
、
六
十
九
力
国
、

四

千
二
百

十
三

世
帯

、

五
千

九
百

十
一
人
（
市
民
総
数
の
約
一
・
三

％

）

の
外

国
人

が
居

住

（
住

民
登

録
）
し

て

い
ま

す

。

過
去
十

年
間

の
推

移
を
見

る
と
、

外

国
人
の
在

留
活

動
の
多
様
化

と
、

外

国
人

雇
用

拡
大

の
情
勢

に
対
応

す
る
た

め
平

成
２
年

６
月

に

「
出

人
国

管
理
及

び
難
民

認
定

法

（
い

わ

ゆ
る
人
管
法

）
」

が
改
正

さ
れ

、

在
留
資

格

が
二

十
七

種
類

に
増
え

た

の
を
機
に

、
ブ

ラ
ジ
ル

や

ペ
ル

ー
な

ど
南
米

の
国

を
は
じ

め
、
中

国

や
フ
ィ
リ

ピ
ン

、
パ
キ
ス

タ
ン

、

イ
ラ

ン
、

タ
イ
、
イ

ン

ド
な
ど

の

国
籍

を
持

つ
登
録

者

が
顕

著
な

増

加

を
見

せ
ま

し
た

。
同
時

に
依

然

か
ら

比
較
的

多
か

っ
た

ア
メ
リ

カ

や
イ

ギ
リ

ス
、
カ

ナ

ダ
な
ど
英
語

圏
の
国
籍
の
人
も
増
加
し
、
ま
た
、

人
数

は
少

な

い
の
で
す

が
ア

フ
リ

カ

や
ヨ

ー
ロ
ッ

パ
の
新

た
な
国

か

ら
の
登
録
者
も
現
れ
、
国
籍
数
は

こ

の
十
年
間

で
四

十
八

力
国

か
ら

六
十

九

力
国

へ
と

、
登

録
者
数

も

約
二
千

人

か
ら
六
千

人
へ
と
三

倍

に
増
え

ま
し

た

。

し

か
し

、
一
口

に
外

国
人
と

い

っ
て

も

、
実
際

に
は

さ
ま
ざ
ま

な

人
種

や
民

族
、
国
籍

の
人

た
ち

が
、

多

様
な
文
化

や
歴

史
的

経
緯

、
そ

れ
ぞ
れ

の
在

留
理

由

を
持

っ
て
暮

ら
し

て

い
ま
す

。
そ
し

て

、
情
報

通
信

の
発

展

や
経
済
活

動

、
文

化

活
動

の
国

際
化

に
伴

っ
て

、
国
境

を

越
え

た
人

々
の
移
動

と

移
住

は

さ
ら
に

増
え

て

い
く

も
の
と

思

わ

れ
ま
す

。

このまちに人権文化を築

くために

(国連の人権のロゴマーク)

N0.4
外国籍市民の現状と人権①

市民相談室人権担当

問い合わせ　366-7319番　教育委員会企画調整室人権担当

366-7455 番

新

駅

の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

春
ゆ
る
み

市

民

の
皆

さ
ん
の
声

を
直

接

お

聞
き
す

る
た

め
、
市
長

室

直

通

の
フ

ァ
ク
ス

を
設
置

し
て

い

ま

す
。
市

政
に

関
し
て

感
じ

て

い
る
こ
と

や
建
設

的

な
ご
意

見

を

お
寄
せ

く

だ
さ

い
。（
２
月

末

現

在
四
百

三
千

五
件
受

信
）
。

Ｆ
Ａ
X
3
6
6
・
2
3
0
1
番

市長室発
川井敏久No.42

東松戸駅開業と地下鉄11号線

３

月
1
4
日

、
Ｊ

Ｒ

武

蔵
野

線

に

東
松

戸
駅

が
開
業

し

ま
し

た

。
長

年

の
夢

が
実

現
し

、

感

激
し

て

お

り
ま

す

。

市
内
の
新
駅
誕
生
は
平
成
３
年

テ

ー

プ
カ

ッ

ト

を

し
新

駅

の

誕
生

を

祝

い

ま
し

た

の
北
総
線
問
通
以
来
の
こ
と
で
、

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
と
し
て
は
武
蔵

野
線
新
八
柱
駅
以
来
、
実
に
二
十

年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

新
駅
は
地
元

の
強
い
要
望
で
っ

く
ら
れ
た
請
願
駅
で
、
開
業
に
至

る
ま
で
に
は
関
係
者
の
皆
様
の
大

変
な
苦
労

が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
費
用
は
紙
敷
土
地
区
画
整

理
組
合
と
国

・
松
戸
市
の
三
者
で

約
四
十
二
億
円
を
負
担
し
、
区
画

整
理
組
人
口
が
事
業
業
主
体
と
な
り
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
面
を
配
慮
し
て
、
駅
に
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

西
側
に
は
広
場
を
設
置
し
ハ

ス
と

タ
ク
シ
ー
の
乗
り
場
も
設
け
ら
れ

て

い
ま
す
。

ま
た
、
北
総
線
東
松
戸
駅
と
の

連
絡
駅
と
な
る
こ
と
で
、
各
線
相

互

の
利

用

客

の
増
加

が
見
込

ま

れ

る
ほ

か
、

バ

ス
路

線

の
駅
前

広

場

へ
の
乗

り
入

れ
に

よ
り

、
交

通

網

の
充

実

が
図

ら
れ

ま
す

。
通

勤

・

通

学

者
に

と

っ
て

利
便

性

が
大

幅

に
向

上
し

ま

す
。

さ
ら

に

、
新

駅

が
で

き
た

こ
と

に

よ
り

、
現

在

行

わ
れ

て

い
る

紙
敷

の
土

地
区

両

整

理
と

併
せ

て

東
部

地
区

の
発

展

に

大

い
に
寄

与

す

る
も

の
と

期
待

し

て
お

り
ま

す

。

一
方
、
地
下
鉄
１
１
号
線
の
松
戸

ま
で
の
延
伸
問
題
に
つ
い
て
は
、

常

磐

線

の
混

雑
緩

和
対

策
と

し

て

整

備

す

る
こ

と

が
運
輸

政

策
審

議

会

で

答
申

さ

れ
て

い
ま

す

。

し
か
し
、
水
天
宮
か
ら
押
上
間

の
開
通
が
平
成
1
2
年
度
を
目
標
に
、

現
在
工

事

が
進

め
ら

れ
て

い

る
も

の

の
、
押

上

か
ら

松
戸

ま

で

の
延

仲

は

厳
し

い
経
済

情
勢

や
事

業

主

体
と
さ
れ
る
営
団
地
下
鉄
の
民
営

化
等
の
問
題
か
ら
、
先

が
見
え
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
松
戸
ま
で
の
早
期

延
伸
促
進
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
路
線
を
茨
城
県
南
部
地
域
へ
さ

ら
に
延
伸
を
図
る
た
め
、
千
葉
県

お
よ
び
茨
城
県

の
県
議
会
議
員

・

関
係
市
町
議
会
議
長
で
構
成
す
る

「
地
下
鉄
１
１
号
線
延
伸
促
進
議
貝

連
盟
」
が
、
先
日
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
活
動
に
期
待
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
現
在
、
松

戸
市
、
葛
飾
・

墨
田
・
江
東
区
お
よ
び
千
葉
県
、

東
京
都
で
構
成
す
る
「
地
下
鉄
８

・
１
１
号
線
促
進
連
絡
協
議
会
」
を

主
体
に
、
地
下
鉄
１
１
号
線
松
戸
延

仲
の
早
期
実
現
に
向
け
活
動
を
続

け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ

か
ら
も
ね
ば
り
強
く
運
動
を
推
進

し
て

い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す

。

今
後

と

も
、
皆

さ

ん

の
ご

支
援

、

ご
協

力

を

お
願

い
し

ま

す
。

日　　　 時 会　　 場 延期日

4/8水
午前9時40 分～11 時40 分 花之台公園（上本郷）

5/11月午後1時10 分～1 時50 分 新萩公園三矢小台石丁目り

午後2時30 分～3 時40 分 松戸小山雨水ポンプ場( 南部小脇)

９

木

午前9時40 分～11 時40 分 二 十 世 紀 公 園 二 十 世 紀 が 丘 梨 元 町 ）

12

火
午後1時10 分～1 時40 分 旭ヶ丘第3 公園（岩瀬）

午後2時20 分～3 時40 分 八柱霊園

10金
午前10 時～11 時30 分 中 金杉公園（中金杉2 丁目）

13

（
午 後1 時10 分 ～1 時40 分 新松戸第１公園（新松戸1 丁目）

午後2時20 分～3 時10 分 小金公園(小金きよしケ丘2丁目)

13月
午前１０時～11時30分 八ケ崎子安神社

14

木
午後1時～1 時50 分 千駄堀集会所

午後2時30 分～3 時20 分 常盤平公園(常盤平 衛生処理場脇〕

14火
午前9時40 分～11 時30 分 稔台公園

15

金
午後1時～1 時40 分 東松戸病院（高塚新田）

午後2時20 分～3 時40 分 三矢小台公園（三矢小台２丁目）

15水
午前10 時～11 時30 分 古ケ崎4丁目子供の遊び場

18

(月)
午後1時～2時 相川公園（西馬橋相川町）

午後2時40 分～3 時30 分 新松戸南公園（新松戸南2丁目）

16

木

午前9時40 分～11 時30 分 常盤平金ケ作公園(常盤平3 丁目)

19

火
午後1時～2 時 六実ふれあい公園（五香六実）

午後2時40 分～3 時30 分 串崎公園（串崎南町）

17

金

午前10時30分～11時30分 栄町第1 公園（栄町6丁目）
20水午後1時10 分～1 時50 分 北仲町公園（仲井町1 丁目）

午後2時30分～3時10分 平潟公園（松戸）

20

月

午前9時40分～11時30分 小金原公園（小金原6 丁目）
21

木
午後1時10 分～1 時40 分 稔台 第7子供の遊び場

午後2時20 分～3 時20 分 東部スポーツパーク(高塚新田)

21

火

午前9時30 分～11 時30 分 六実第2公園（六高台2 丁目）
22

金
午後1時～1 時40 分 北丘第2公園（五香六実）

午後2時20 分～3 時40 分 松 飛 台 会 館

22

水

午前9 時30 分～11 時30 分 新松戸中央公園（新松戸6 丁目）
25

月
午後1 時～1 時50 分

午後2 時20 分～3 時30 分

二三ケ丘公園（三ケ月）

中和倉公園

23

木

午前9時50分～10時40分 かぶと公園（牧の原2 丁目）
26

火
午前11 時20 分～正午 ひ ば リ 公 園 （ 小 金 原9 丁 目 ）

午後1 時40 分～2 時20 分 ユーカリ交通公園隣広場小金原1丁目）

24

金

午前10 時30 分～11 時20 分 栄町西3丁目子供の遊び場 27

（午後1 時～2 時 小根本公園

休日や夜間でも
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※タイトルが色刷りのものは，市の主催です

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表FAX は……363-3200 番

(松戸市の市外局番は047番です)

ス

ポ

ー
ツ

新
体
操
講
習
会

①
３
月
2
8日
土
午
後
１
時
～
３
時

②
３
日
月
午
後
３
時
～
５
時

会
場

①

青
少
年
会
館
②
常
盤
平
体
育
館

内
容
新
体
操
の
基
礎
練
習

対
象
四

歳
～
中
学
生
　
費
用

無
料

申
電
話
で
松
戸
ア
ミ
ュ
ー
ズ
新
体
操

ク
ラ
ブ
・
大
門
3
8
6
・
4
4
3
4
番

ま
た
は
当
日
会
場
で

スポーツ教室

健
友

会
（
健

康

体

操

体
験

教

室

）

４
月
４
日
～
５
月
３
日
の
毎
週
土

曜
日
（
全
八
回
）
午
後
３
時
～
４
時

３
分

会
場

運
動
公
園
小
体
育
室

対
象
女
性
　
費
用
一
回
五
百
円
（
保

険
代
を
含
む
）

申
当
日
会
場
で

問
松
浦
℡
3
6
1
・
0
7
4
3
番
（
午
後

５
時
以
降
）

申Ａ･･･電話または直接スポーツ課0363-9241番へ

Ｂ‥･4/6月〔必着〕までに，往復ハガキに住所･氏名(フ

リガナ)・電話番号・返信用あて名・新学年・教室名・

会場 を記 入し て ，〒271-0064 松戸 市上本郷4434 松

戸運動公園内 スポーツ課へ

ソフトテニス大会

申Ａ‥･4/3金・Ｂ…4/10金までに、所定の振り込み用紙で

問 松戸 市ソフトテニ ス連盟・小 倉　345 ―0899 番

相

撲

教

室

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
1
1
時
３

分

会
場

運
動
公
園
相
撲
場

対
象

五
歳
～
十
二
歳
の
少
年
・
少
女

費

用
無
料

申
電
話
で
松
戸
相
撲
連
盟

・
平
塚
　

3
4
3
・
6
5
1
1
番
へ

催

し

物

健

康

カ
ラ

オ
ケ

コ

ン
テ

ス

ト

３
月
３
日
日
、
５
月
2
2
日
金
、
６

月
2
8日
日
各
午
後
６
時
～
９
時

会

場
市
民
劇
場
　
費

用
入
場
無
料

問
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨
永
℡

3
4
1
・
3
6
2
3

番

江

戸

川

ハ

イ

キ

ン

グ

「

野

草

を

た

ず

ね

て

」

４
月
1
2口

日

午
前
９

時
３
分

松

戸

駅

西
口

か
ら
中

央
通
り

を
江

戸
川
に

向

か

っ
て

直
進

し
た
突

き
当

た
り

の

土
手

に
集
合

（
雨

天
中

止
）
　

内
容

車
川
市
里
見
公
園
ま
で
の
六
・
七
キ
ロ

を

、

野
草
を

つ
み

な
が
ら

ハ
イ
キ

ン

グ
　

定
員
先

着
五

十
人
　

持
ち

物
弁

当

・
つ
み
草
用

具
　

費
用
無

料

申
４
月
７
日
（
午
後
４
時
ま
で
に
、

電

話
で
江

戸
川

を
守

る
会
松

戸
支

部

事

務
局

（
川

を
き

れ

い
に
す

る
課
内

）

℡
3
6
6
・
1
1
5
2
番
へ

松
戸
ユ
ー
カ
リ
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソフトテニス教室

※対象は中学生のみ

申各会場で常時受け付け

松

戸

ま

ち

づ

く

り

コ

ン

サ

ー

ト

「
海
援
隊
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
’
9
8
」

４
月
1
8
日

土
午

後
６

時
３
分

開
演

会
場
森

の

ホ
ー
ル
2
1
　
費
用

五
千
五

百
円
（
全
席
指
定
）

※
収
益
金
は
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り

活

動

資
金
に

生
か

さ
れ
ま

す
。

申

電
話
で
松

戸
ま
ち

づ
く
り
コ

ン
サ

ー
ト

実
行

奮

貝
会

℡
３

・
5
1
6
8

番

へ
※
チ

ケ

ッ
ト
は

、
労
音

東
葛

セ
ン

タ

ー
（
℡
3
6
5
・
9
9
1
1
番
）
で
も

販

売
し

て

い
ま
す

。

ビ

オ

ト

ー

プ

調

査

・

見

学

会

４
月
７
日
火
、
５
月
４
日
休
各
午

後
１

時
新
松

戸
郷

土
資

料
館

（
新
松

戸
支

所
三

階
）
集
合

、
４

時
解
散

内
容

休

耕
田

を
利
用

し
て
造

ら

れ
て

い
る
旭
町

の
ビ
オ
ト

ー
プ
（
野
生

の
生

き
物

が
棲

む
と
こ

ろ
）

の
見
学

と
調

査
　

定
員
先

着
二

十
人
　

費

用
無

料

申
電

話
で

財
新
松

戸
郷
土

資
料

館

℡

3
4
4
・
1
9
0
9
番
（
月
・
火
曜
日
は

休

館
）
へ

子

ど

も

ふ

り

ふ

り

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

３
月
2
6
日
木
（
雨
天
の
場
合
は
翌

日
）
午
前
1
1
時
～
午
後
１
時
会
場

松

戸
西
口
公

園

内
容
子

ど
も

の
お

店
屋

さ

ん
ご

っ
こ

と

ゲ
ー

ム
大
会

費
用

無
料

問
松
戸

西
子
ど

も
劇
場

・
菊

地

℡
3
6
1
・

1
6
0
6

番

松

戸

歩

こ

う

会

４

月
1
9
日
日
午

前
９

時
松

戸
駅
市

民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
前

集

合
、
午

後
４

時

帰

着
予

定
　

行

き
先
小
林

牧
場

（
印

西
市
）
　
内
容
桜
見
物
（
歩
程
六
キ
ロ
）

対

象
六
十

五
歳
以

上

の
人
　

定

員
先

着
五

十

人
　

費
用

無
料

申
３
月
3
1
日
火
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復

ハ

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・

電

話
番
号

を
記
入

し

て
、

干
2
7
1
－
0

0
6
4
松
戸
車
上
本
郷
二
二
七
五
松

戸
歩
こ
う
会
　
古
田
咲
子
〔
℡
3
6
3
・
4

8
4
8

番

（
午

後
６

時
～
９

時
）
〕
へ

と

き

わ

平
少

年

少

女

合

唱
団

春

の

音

楽

祭

４
月
４
日
土
午
後
２
時
～
３
時
３

分
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
と
な
り
の
ト
ト
ロ
・
も
の
の
け

姫
・
喜
び
ハ
Ｉ
モ
ニ
ー
ほ
か
　
費
用

三
百
円

問
と

き
わ
平

少
年
少
女
合
唱
団

・
加

藤
3
8
4
・
6
0
7
9
番

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

花

音

定

期

演

奏

会
４

月
1
0
日
金

午
後
７

時
開

演
　

会

場
か
め
あ
り
リ
リ
オ
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
亀
有

駅

南
口
下

車
）
　

内
容

古
橋
富

士
雄

氏

指
揮

に
よ

る
黒
人

霊
歌

・
ト
ス

テ

ィ

名
曲
集

ほ

か
　

費
用

千

円

問

ア
ン
サ

ン

ブ
ル
花
音

・
曽
我

部

℡

０
４
７
１
・
8
1
・
9
4
9
6
番

ム

ジ

カ

ー
ソ

ナ

ー

レ

ー
ス

プ

リ

ン

グ

コ

ン

サ

ー

ト

４
月
1
2
日
日

午
後
２

時
開

演
　

会

場

森
の

ホ
ー
ル
2
1
　
内

容
チ

ャ
イ
コ

フ
ス
キ

ー
弦
楽

セ
レ

ナ

ー

デ
ほ

か

費
用

八
百
円

問
ム
ジ
カ
ー
ソ
ナ
ー
レ
・
笠
村
℡
3
4
4
・

・
1
4
1
8

番

左
表

の
疾
患

に
該
当

す
る

難
病
療

養
者
に
援
護
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

※
４
月

か
ら
対

象
の
疾

患
に

「
原
発

性
肺

高
血
圧

症
」

が
追
加

支
給
額
入

院
療

養
者

＝
月

額

一
万

三
千
円
（
月
に
二
千
日
以
上
入
院
）
、

通

院
療

養
者

＝
月
額

六
千
円

（
生
活

保

護
受

給
者

は
一
律
四

千
円

）
　

支

難病指定疾患一覧

給
期
間
申
請
し
た
月

か
ら
療
養
を
要

し
な
く
な
っ
た
日
の
月
ま
で
（
退
院

ま
た
は
入
院
し
た
と
き
や
、
通
院
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
十
五
日

以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
）

申
診
断
書
・
印
鑑
・
銀
行
預
金
通
帳

を
持
っ
て
、
直
接
し
あ
わ
せ
課
給
付

係
（
3
6
6
・
7
3
4
8
番
）
へ

● ベ ーチ ェッ ト病 ● 多 発性 硬化 症● 重 症筋 無力

症 ● 全身 性エ リ テマ ト ーデ ス● ス モン ● 再生 不

良 件 貧血 ● サル コイ ド ーシ ス● 筋 委縮 性側 索 硬

化症●強皮症一皮膚筋炎及び多発性筋炎●特発

性 血小 板 減少 性柴 班 病 ●結 節 性動 脈周 囲炎 ● 潰

蕩 性 大腸 炎● 大動 脈炎 症候 群● ビ ュル ガ ー病 ●

天 疱 瘡● 脊髄 小脳 変 性 症● クロ ーン 病 ● 難治 性

の 肝炎 ● 悪性 関 節リ ウ マチ ● ハベ ン ソン 病 ●

アミ ロイ ド ーシ ス● 後 縦靭 帯骨 化 症● ハン チ ン

ト ン 舞踏 病● ウィ リ ス 動脈 輪 閉塞 症● ウェ ゲ ナ

ー肉芽 腫 症● 特発 性 拡 張型 （う つ血型 ） 心筋 症

● シ ャイ トレ ー ガー 症 候群 ● 表皮 水疱 症● 膿 疱

性 乾癬 ● 広範 背 柱管 狭 窄症 ● 原発 性胆 汁 性月干硬

変 ●重 症 急性 膵炎 ● 特 発性 大 腿骨 頭壊 死症 ● 混

合性結合組織病●悪性腎硬化症●慢性腎炎（腎

機 能 不全 ）● 進 行性 筋 ジス トロ フィ ー症● 脊 髄

性 進 行性 筋 委縮 症● 抹 消神 経 性進 行性 筋 委縮 症

●原発性免疫不全症候群●特発性間質性肺炎（指

定 あり ）●網 膜色 素変 性 症（指定あ り ）●ク ロ イ

ツ フェ ルト ・ヤコブ 病 ● 原発 性肺 高血 圧症

18 歳未 満 の場 合は 次 の疾 患が 入り ま す。

● 悪 性新 生物 ● ネフ ロ ーゼ 症 候群● 慢 性 心疾 患

（指定 あ り）● 膠原 病 ●先 天性 代謝 異常

期　間 内　容 問い合わせ先

3/29(日)まで

ﾌｫﾄｻｰｸﾙｱｲﾘｽ 写真展 フォトサークルア刊ｽ℡345-5904番

小金原写友会写真展 小金原写友会　 ℡341-7062 番

造形展「土］ 荒木　　　℡0471-23-3961番

桃香会書展 桃香会　　　　　362-7095番

4/14火～19日）華墨会展 華墨会　　　　℡391-4787番

松戸発明クラブ℡387-3404番18土～1

9日

科学技術週間作品展
21火～2

6日

東葛美術展 東葛美術会　　　364-5824 番

武田書道　　　 ℡391-2510 番２４金～2

6日

武田書道展
開 館 時 間 午 前10 時 ～ 午 後6 時　 ※ 月 曜 日 は 休 館

文化ホールギャラリー

曜

日

会　場 期　問 時　間 費　用 問い合わせ

火
金ケ
作公
園庭
球場

4月～11月
午後7時

～9時
15,000円

山岸　5388-8450番

土

4月～7月

午前10時

～正午

7,000円
日 吉田℡　388―6431番

月

6,000円 高橋℡343-0322番

木
午 後1 時

～3 時

全
東部スポー

ツパーク

午前9時

～11時

木
栗ヶ沢公

園庭球場

午前10時

～正午

日

※

金ヶ作公

園庭球場

4月～2月

8月は休み

午前8時

～10時

12,000円

（保険代を含む）

よ

り℡'342―7326番

大会名 日時 会場 種目 対象(国際ルール) 費用

Ａ 春季市民ソ

フトテニス大

会

Ｂ 春季クラブ

対抗ソフトテ

ニス大会

4/19(日)

午前8時30分受付

午前9時試合開始

4/29祝

午前8時30分受付

午前9時試合開始

公市

場

●男女ABCD

ランク別
・45歳以上

(ランク記入)

男女ランク別

市内在住・在

勤・在クラブ

の人

連盟の加盟ク

ラブ3 組1チー

ム（一般チー

ムも参加可）

1 チ ー ム

2,000 円

1 チ ー ム

6,000 円

教室名 A3 歳児親子体操 Ｂ小学生低学年健康体操

日時

4/11 ～5/30 の

毎週土曜日午前

10時～11 時30

分〔全8回〕

①4/21 ～6/30 の毎週火曜

日午後4時～5時30分

〔5/5祝を除く全10回〕

②4/24～6/26の毎週全曜

日午後4時～5 時30分〔全

10回〕

会場
運動公園小体育

室

十 青少年会館体育室

②運動公園小体育室

対象
平成6年10/1～7

年4/1生まれの子

どもとその親

小学1～3年生

定員 先着30 組
①40人
②60人（抽選）

費用 無料

４
月
～
平
成
1
1
年
３
月
の
毎
週
上

陂
日
午
後
１
時
３
分
～
４
時
３
分

会
場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場
対
象
小

学
三
～
六
年
生
費
用
月
二
千
円
（
入

団
金
千
円
）

申
４
月
４
日
土
・
1
1
日
土
各
午
後
１

時

か
ら

、
栗

ケ
沢
公

園
庭
球

場
十
番

コ

ー
ト

で

（
説
明

会

も
実
施

）

問
松
戸
ユ

ー
カ
リ
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
・

小
川
℡
3
4
5
・
9
1
4
5
番

367-7810番

難
病
者
援
護
金
を
支
給
し
て
い
ま
す

教
育
委
員
会
会
議
を
開
催

４

月
９
日

木
午

後
４
時

か
ら
　

会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階

※
議
案
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
企
画
調
整
室
℡
3
6
6
・

7
4
5
5

番

高
等
学
校
修
学
資
金
・
奨
学
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

経
済

的

な
理

由
で

、
児
童

を
高
等

学
校
等

に
修
学

さ
せ

る
こ
と

が
困
難

な
保
護

者
に

、
修
学

資
金

・
奨
学

金

を
給
付

し
ま
す

。

支

給
額

（
月
額

）
公

立

＝
九
千

円

二
年
生
）
・
八
千
七
百
円
（
二
・
三

年

生

）
、
私
立

＝
一
万
五

千
円

資
格

①
経

済
的
理
由

で
児

童
を
高

等

学
校

等

に
修

学

さ
せ

る

こ
と

が
困

難

な
保

護
者
②
保
護
者
ど
児
童
が
引
き
続
き

一
年
以

上
市
内

に

居
住
し
て

い
る
こ

と
③
成
績
良
好
で
健
康
な
こ
と
④
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
等
（
高

等
学

校
・
高
等
専

門
学
校
・
盲

学
校

・

ろ
う

学
校

・
養
護

学
校

の
高
等

部
・

学
校

法
人

の
設

置

す
る
専

修
学

校
の

高
等

過
程
）

に
在

学
し
て

い
る
こ

と

⑤
法
令
そ
の
他
に
よ
り
、
類
似
の
学

資
給

付
を
受

け
て

い
な

い
こ

と

申
請
に
必
妥
な
も
の
①
印
繿
②
修
学

資
金
・
誓
子
金
交
付
申
請
書
に
（
援
護

課
・
市

民
課
・
各
支
所

に
あ
り
ま

す
。
）

③
成
績
証
明
書
④
推
薦
書
⑤
在
学
証

明
書
⑥
住
民
票
（
家
族
全
員
の
も
の
）

ま
た
は
外
国
人
登
録
済
証
明
書
⑦
平

成
９
年

分

の
源
泉

徴
収
票

と
最

新

の

給
与
明

細
書

（
自

営
業
者

は
平

成
９

年
分

の
所
得

証
明

書
ま
た

は
確

定
申

告
書

の
写
し

）
、
ま

た

は
収
入

が
分

か

る
書

類

（
保

護
者

あ

る
い
は
そ

れ
に

準
す
る
人
の
収
入
が
対
象
）
⑧
金
融

機
関

の
通
帳

の
表

紙
コ

ピ

ー

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
も
再
度
申

請

が
必
要

※
申

請
し
た

月
か

ら
給
付

を
開

始

申
４
月
１
日
水
か
ら
〔
土
・
日
曜
日
・

祝
日

を
除
ぐ

〕
、
直
接

援
護
課

援
護

係

（
℡
3
6
6
・
7
3
4
7
番
）
へ

市

立

病

院

眼

科

外

来

休

診

の

お

知

ら

せ

休
診
日
・：
４

月
２
日
木

・
３
口

金

問
市
立
病
院
眼
科
外
来
3
6
3
・
2

1
7
1

番
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パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

ギ

ル

ド

講

座

①
４
月
９
日
木
・
2
3
日
木
②
４
月

1
0日
金

・
1
7日

金
各

午
前
1
0
時
～
正

午
会
場
①
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

②

常
盤
平

市
民
セ

ン
タ

ー

内
容

ポ

ー
チ
と

手
提

げ
　

持

ち
物
ソ

ー
イ

ン

グ
セ

ッ
ト
・
筆
記

用

具
な
ど
　

費

用

二

千
円
（
材

料
費
別
途

三
千
円

程
度

）

申
雷
話

で
松
戸
編
物
手
芸
文
化

協
会
・

安
達
℡
3
4
3
・
6
8
9
8
番
へ

松

戸

話

し

方

教

室

４
月
７
日
～
６
月
２
日
の
毎
週
火

曜
日
（
全
八
回
）
午
後
６
時
3
0
分
～

８
時
5
0分

会
場

勤
労
会
館

講
師

元
千
葉
人
学
教
授
・
金
光
達
太
郎
氏

ほ
か
　
定
員
先
着
二
十
五
人
　
費
用

八
千
円

申
電
話
で
Ｈ
Ｒ
松
戸
話
し
方
研
究
会
・

田
村
℡
3
4
5
・
8
1
5
0
番
（
夜
間
の

み
）

へ

講
座
・
講
演

若

い
人

の

生

活

講

習

会

４
月
2
5
日

～
1
2
月
５
日

の
月

二
回

土
曜
日
（
全
十
五
回
）
午
後
３
時
～

６
時
3
0
分
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
ま
つ
ど
　
内
容
料
理
（
九
回
）
、
衣

類

の
手

入

れ
と
収

納

・
経
済

・
ス

テ

ン

シ
ル
な

ど
　

定

員
先
着

二
十

人

費
用
二
万
四
千
円
（
テ
キ
ス
ト
・
教

材
費

を
含

む
）

申
電
話
で
松
戸
友
の
会
・
藤
井
℡
3
6
3
・

７
６
２
２
番
へ

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

春

の

体

験

講

座

３
月
2
8
日
～
４
月
2
5
日
の
毎
週
土

曜
日
〔
全
五
回
（
一
回
参
加
も
可
）
〕
午

後
３
時
～
４
時
3
0
分
　
会
場
青
少
年

会

館
　

対

象
小
学

生
以

上
　

費
用

五

百
円

問

リ
ズ
ミ

ッ
ク

カ
ン

フ
ー
新

松

戸
・

土
田
℡
3
4
6
・
6
5
1
9
番
（
夜
間
の
み
）

社

交

ダ

ン

ス

初
心

者

講

習

会

４
月
３
日
～
５
月
２
日
の
毎
週
金

曜
日
（
全
八
回
）
午
後
６
時
～
７
時

会
場
二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
四
千
円

申
直
接
会
場
で

問
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
と
え

ん
て
い
・

那
須

℡
３
・
3
4
2
9

番

木

版

画

初

心

者

講

座

４
月
２
日
～
６
月
１
１
日
の
毎
週
木

曜

日

（
全

十

回

）

午

後

１

時

～

３

時

会

場

稔

合

市

民

セ

ン

タ

ー
　

定

員

先

着

千

人

費

用

五

千

円

（
材

料

費

を

含

む

）

申
電

話

で

彩

版

画

グ

ル

ー

プ

・
中

山

℡
3
8
5
・
9
1
0
3
番
へ

自
己

表

現

を

身

に

つ
け

る
話

し

方

講

座

４
月
７
日
（

・
1
4（

・
2
1
（

・
３

祝
（
全
四
回
）
各
午
後
６
時
2
0
分
～

９
時

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
温
か

く
さ
わ
や
か
な
人
間
関
係
を
育
む
話

し
方
の
勉
強
　
定
員
先
着
二
十
人

費
用
三
千
円

申
電
話
で
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

・

堀
口
℡
０
４
７
１
・
8
4・
0
2
4
5

番
へ

4 月開 講初心者講座女

性
週

間

記

念
講

演

会

「

こ
の

人

生

で

上

等

な

時
間

を

い
っ
ぱ

い
手
に

入
れ
よ

う
～
子
育

て
も

、

仕
事

も

、

介

護

も

、
趣

味

も
」

４
月
1
8
日
土
午
前
1
0
時
土
止
午

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
女
性
で
あ
る

が
ゆ
え
に
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
や

迷
い
を
抱
え
て
い
る
人

が
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
自
分
を
生
か
す
道
を
見

つ
け
る
た
め
に
　
講
師
東
京
学
芸
大

学
教
授
・
深
谷
和
子
氏
定
員
先
着

三
百
人
費
用
無
料

糸
二
歳
児
以
上
の
保
育
あ
り

（
先
着

二
十
五
人
、
お
や
つ
代
二
百
円
）

申
電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー
℡
3
6
4
・
8

7
7
8
番
へ

※各全6 回　　　　　　　　　　　　　 ．．

会場稔台市民センター･オオイ文化センター（稔台）

定員各20 人　 費 用各5,000 円

問稔台文化団体連絡協議会･大井℡364―9387番

松

戸

地

域

職
業

訓

練

セ

ン

タ

ー

「
イ

ン

タ

ー
ネ

ッ

ト
入

門

」

４
月
４
日
土
午
後
１
時
～
４
時

内
容
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
概
要
と
、

簡
単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど

対
象
マ
ウ
ス
の
操
作
や
文
字
の
入
力

が
で
き
る
人

定
員
先
着
十
人

費

用
三
千
円

申
受
講
料
を
持
っ
て
、
直
接
松
戸
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
松

戸
市
小

金
原
一
の
一
九
の
三
3
4
9
・
3
2
0

0
番
）
事
務
所
窓
口
へ

初

心

者

手

あ

み

講

座

①

４
月
９

日
木

・
2
3日

木

⑦
４
月

1
0日

金

・
1
7日

金
各
午
前
1
0
時

～
正

午
会
場
①
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

②
常

盤
平
市

民

セ
ン

タ
ー
　

内

容
ラ

メ
糸

で
お
し

ゃ

れ
な
リ

バ

ー
シ
ブ
ル

ベ
ス
ト
を

編
む
　

持
ち
物

か
ぎ
針
五

号

・
筆
記
用

具
　

費
用

二
千

円

（
材

料
費

別
途
四

千

八
百
円

）

申
電
話
で
松
巨
編
物
手
芸
文
化
協
会
・

安
達
3
4
3
・
6
8
9
8
番
へ

保
健
・
衛
生

愛
の

献

血

（
①
松

戸
ラ

イ

オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ

②

松

戸

ユ

ー

カ
リ

ラ

イ

オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ

）

①
３
月
2
6
日
木
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
②
３
月
３
日
土
午
前
1
0
時
～
1
1

時
4
5分
と
午
後
１
時
～
４
時

会
場

①
伊
勢
丹
松
戸
店
前
②

北
小

金
駅
南

目
前

問
健
康
課
検
診
係
3
6
6
・
7
4
8
7

番

文

化

ホ

ー

ル

ギ

ャ

ラ

リ

ー

の

使

用

を

受

け

付

け

し

ま

す

４
月
１
日
水
午
前
1
1
時
会
場
文

化
ホ
ー
ル
　
使
用
期
間
６
月
3
0
日
木

～
９

月
ｒ

日

日
　

持
ち
物

使
用
料

・

社
会

教
育
関

係
団

体

登
録
証

（
該
当

団
体

の
み
）

※
使

用
料

は
、
使

用
期

間

や
広
さ

な

ど
に
よ

っ
て
異

な
り

ま
す

。

問
文
化
ホ
ー
ル
℡
3
6
7
・
7
8
1
0
番

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

臨

時

職

員

募

集

対
象
二
十
歳
～
二
十
五
歳
く
ら
い

の
人
（
簿
記
三
級
の
資
格
を
持
つ
人
、

経

理

の
経
験
者

は

な
お
可

）
　

募

集

人
員

一
人
　

業
務

内
容
庶
務

・
経

理

勤
務
日
時
毎
週
火
曜
～
金
曜
日
午
前

９

時
～

午
後
５

時

申
４

月
1
5
日
水

午
後
５

時
ま

で
に

、

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
・
応
募
の
理
由

を
書

い
た
作
文

（
四

百
字

詰
め
原

稿

用

紙
二

枚
程
度

）

を
郵
送

ま
た

は
直

接
財
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
ハ
ン

窓
口
〔
〒
2
7
0
-
0
0
3
5
松
戸
市
新

松

戸
南
二

の
二

℡
3
4
4
・
3
0
3
7

番

（

火
曜

～
土

曜
日

の
午

前
９

時
～

午

後
５

時
）〕

へ

平成10年度松戸商工会議所ワープロ検定試験

申直接松戸商工会議所窓口で（受付時間平日＝午前9

時～午後4時30 分、土曜日＝午前9時～11時30分）

問松戸商工会議所℡･364-3111 番

松

戸

市

高

年

齢

者

職

業

相

談

室

が

移

転

し

ま

す

４
月
１
日
か
ら
、
勤
労
会
館
一
階

（
根
本
八
の
一
一
）
に
移
転
し
ま
す
。

※
３
月
3
1
日
火

の
相
談

は
、

移
転

の

た
め
行

い
ま
せ

ん

。

問
商
工
観
光
課
労
政
係
℡
3
6
6
・
7
3

2
7

番

大

金

平

・

六

実

消

防

署

の

電

話

番
号
が
変
わ
り
ま
す
（
4
/
1
か
ら
Ｉ

大
金
平
消
防
署
℡
3
4
8
・
0
1
1
9

番
、
六
実
消
防
署
℡
3
8
3
・
０
１
１
９
番

市
内

全
て

の
消
防
署

の
電

話
番
号

が
、
下
四

桁
0
1
1
9

番

に
統
一

さ

れ
ま

す
。

問
消
防
局
総
務
課
企
画
調
整
係
℡
3
6
3

1
1
1
1
内
線
3
0
7
番

記

○
監

査

の
対

象

＝
収
入

役
室

、
総
務

部

、
秘
書

課
、
す
ぐ

や
る
課
、
市
議

会
事

務
局

、
財

政
部
、
市

民
部

、
民

生
局
企
両
調
整
室
、
同
高
齢
者
支
援

部

、
同

保

健
衛

生
部
、
同

社
会

福
祉

部

、
企

画

部
、
税

務
部

、
経
済

部
、

選

挙
管
理

委
員
会
事

務

局
、
農

業
委

員

会
事
務

局

○

監
査

対
象

事

項

＝
予
算

の
執
行
状

況

、
現

金

の
取

扱
状
況

、
補
助

金

・

交
付

金

の
事
務

処
理
状
況

、
。
契

約
事

務

の
処

理
状
況

、
財
産

の
維
持

管
理

状
況
（
共

通
事
項

）
、
有

価
証

券
の
保

管

状
況
（
収
人
役

室
）
、
寄
附
受

人

れ

の
事
務

処
理
状
況
（
総
務

課
）
、
諸
手

当

等

の
認
定
及

び
支
給

状
況

（
人
事

課

）
、
市
債

の
発
行

状
況
（
財
政
課

）
、

共
用
物
品
の
購
入
及
び
払
出
状
況
（
管

財
課

）
、

国

民

年
金
印

紙

の
受

払
状

建

物

を

建
て

る
と

き

は

建

築
基

準

法

を

守
り

ま
し

ょ

う

次
の
手
順
を
守
り
、
正
し
く
建
築

し
ま
し
ょ
う

。

①
工

事
に
着
手
す
る
前
に
「
建
築

確
認
」
を
受
け
る
②
工
事
中
は
、
現

場
に
建
築
確
認
を
受
け
た
こ
と
を
示

す
「
表
示
板
」
を
掲
示
す
る
③
工
事

終
了
後
、
す
み
や
か
に
「
工
事
完
了

検
査
」
を
受
け
る

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
ご
協
力
ぐ

だ
さ
い
。

問
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係
℡
3
6
6
・

7
3
6
8
番

況

（
国
民

年
金

課
）
、
扶
助

費

の
支

出
状
況
（
な

が
い
き
課
・
お
せ

わ
課
・

養

護
老
人

ホ

ー
ム
）
、
老

人
医

療

の
支

給

状
況
（
老
人
保

健
課

）
、
国

民
健
康

保

険
料

の
収
納

状
況

（
国
民

健
康
保

険

課
）
、
扶
助

費

の
支
出

状
況
、
各

種

手

当
等

の
給
付

・
貸
付

状
況

（
援

護

課

・
し

あ
わ
せ

課
・
福

祉
事

務
所
）
、

保
育
料

の
収

納
状
況
（
保

育
課
）
、
市

税

の
賦
課
・
調

定
及
び
収
納

状
況
（
税

制
課
・
市
民
税

課
・
資
産

税
調

査
課
・

資

産
税

課
税
課

・
収

納
課

）

○
監
査
の
期
間
＝
平
成
９
年
９
月
1
1

日
～
1
2
月
2
5
日

○
監

査
の

結

果

＝
監
査

の
結
果

は

、

お
お

む
ね
適

切
と
認

め
ら

れ
た

。

な

お
、
要

望
事

項
は
次

の
と

お
り

。

○
税

の
公

平

の
観

点
か
ら

、
適
正

な

課
税

に
つ

い
て
、

今
後
も

更
に
努

力

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
市
民
税
課
・

資
産

税
課
税

課
）
。
○
税

の
公
平

の
観

点
か

ら
、
課

税
客

体
の
的

確
な

把
握

お
よ

び
適
正

な
評
価

に

つ

い
て

、
今

後
も
更

に
努
力

さ
れ
る

よ
う
要

望
す

る

（
資

産
税

調
査

課
）。
○
市
税

の
収

納
率

同
上

に
鋭
意

努
力

さ
れ
て

い
る

と
思

料
す

る
が
、

今
後

も
よ
り

。
層

努
力

さ
れ
る
よ
う
要

望
す

る

（
収
納

課
）
。

問
監
査
委
員
事
務
局
℡
3
6
6
・
7
3
8

5
番

区分 期 日 申込受付期間 試験会場 受 験料

2級 5/16土

4/9木～16木
松戸商工
会議所

8,160 円

4級 5/17( 日) 3,060 円

講座名 日　時 講 師

実用書道
毎月第1・3火曜日

午前10 時～正午
山本松渓氏

水墨画
毎月第1・3月曜日

午後1時～3 時
渡辺芙実恵氏

比田誠子氏俳句
毎月第1・3木曜日

午後1時～3 時

スケッチ
毎月第2・４月曜日

午前10 時～正午
大井藤一郎氏

太極拳
毎月第2･3･4 木曜日

午後7時～9 時
小野好子氏

詩吟
毎月第1・3金曜日

午後1時～3時
坂本儀風氏

フラワーアレ

ンジメント

毎月第1・3水曜日午後1

時～3 時・午後7時～9時
安藤恒子氏

男の料理教室
毎月第1・3火曜日

午前10時～正午
渡辺百合子氏

監
査
結
果
の
公
表

お
知
ら
せ

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

譲
り

ま
す

〔
家
具
〕
学
習
机
と
い
す
無
料
二
点

◆
学
習
机
無
料
◆
ス
チ
ー
ル
机
無
料

二
点
◆
洋
服
た
ん
す
無
料
◆
整
理
た

ん
す
無
料
◆
本
革
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
三

千
円
◆
折
り
畳
み
式
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド
三
千
円
◆
折
り
畳
み
式
バ
イ
プ
ペ

ッ
ド
一
万
円
◆
書
棚
三
千
円
◆
ガ
ラ

ス

テ
ー

ブ
ル
無
料
◆

ソ

フ
ァ
無

料
二

点
◆

ソ

フ
ァ

ベ
ッ
ド
五
千
円

二

点

〔
電
気
用
品
〕
留
守
録
電
話
機
二
千

円
・
三
千
円
◆
加
湿
器
二
千
五
百
円

◆
ク
リ
ッ
プ
ラ
イ
ト
五
百
円
◆
オ
ー

ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
二
千
円
◆
ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
ニ
千
円
◆
焼
き
肉
器
二
千

円
◆
食
器
洗
浄
器
一
万
円
◆
冷
蔵
庫

無
料
・
五
千
円
◆
こ
た
つ
二
千
円
◆

沸
騰
ジ
ャ
ー
ポ
ッ
ト
五
千
円
◆
消
旦

機
能
付
き
生
ご
み
用
ご
み
箱
五
千
川

◆
湯
沸
器
（
プ
ロ
パ
ン
用
）
無
料
・

七
千
円
◆
電
動
式
英
文
タ
イ
プ
二
千

円
◆
ア
イ
ロ
ン
千
円

〔
子
供
用
品
〕
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
無
料
・

千
円
・
二
千
円
◆
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

一
万
円
◆
双
子
用
縦
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

一
万
円
◆
ベ
ッ
ド
メ
リ
ー
無
料
◆
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
二
千
円
・
四
千
円
◆
チ

ャ
イ
ル
ド
カ
ー
シ
ー
ト
二
千
円
・
五

千
円
◆
歩
行
器
五
百
円
◆
ほ
乳
瓶
の

消
毒
容
器
八
百
円
◆
ス
ト
ー
ブ
ガ
ー

ド
無
料
・
五
百
円
◆
お
ん
ぶ
ひ
も
千

円
◆
い
す
無
料
◆
電
動
搾
乳
器
二
千

円
◆
お
む
つ
バ
ケ
ツ
無
料
◆
ジ
ュ
ニ

ア
ラ
ッ
ク
無
料
◆
キ
ャ
リ
ア
ー
と
テ

ー
ブ
ル
チ
ェ
ア
五
千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
サ
イ
ク
ル
二
千
円
◆
多
機
能

ル
ー
ム
ウ
オ
ー
カ
ー
二
千
円
・
五
千

円
◆
ア
ウ
ト
ド
ア
用
ツ
ー
バ
ー
ナ
ー

セ
ッ
ト
九
千
円
◆
電
子
ピ
ア
ノ
一
万

円
◆
エ
レ
ク
ト
ー
ン
三
千
円
◆
ス
キ

ー
板
1
7
0
セ
ン
チ
（
女
性
用
）
三
千
円

〔
日
用
雑
貨
〕
プ
ロ
パ
ン
用
風
呂
釜

九
千
円
◆
キ
ッ
チ
ン
ワ
ゴ
ン
二
千
五

百
円
◆
パ
ス
タ
鍋
千
五
百
円
◆
つ
っ

ぱ
り
式
鍋
置
き
棚
三
千
円
◆
出
窓
用

ブ
ラ
イ
ン
ド
三
千
円
◆
体
重
計
五
百

円
◆
温
室
ハ
ウ
ス
三
千
円
◆
五
月
人

形
三
千
円
◆
介
護
用
紙
お
む
つ
百
五

十
枚
五
千
円
◆
背
面
用
ス
キ
ー
キ
ャ

リ
ア
五

千
円
◆

魔
法

瓶
千

円
◆

ス

ー

ツ
ケ

ー
ス
四
千

円

申
３
月
2
7
日
金
〔
当
日
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
（
品
物

一
点
に
つ
き
一
人
一
枚
）
　
・
価
格
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
昼
間
お

勤
め
の
人
は
勤
め
先
の
電
話
番
号
）

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
－
0
0
7
3
松

戸
市
小
根
本
七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
一
ビ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
課
消

費
生
活
係
へ

※
相
手

の
紹
介
は
月
初
め
に
抽
選
し

当
選
者
に
連
絡
し
ま
す
。
紹
介
後

は
自
主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

次
回
掲
載
分
に

つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
３
月
刀

日
金
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
こ
人
三
点
ま
で
）
。
４
月
2
5

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品

・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

問
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
℡
3
6
6
・

7
3
2
9
番

平
成
９
年
度
の
定
期
監
査
結
果
の

概

要
を

、
次

の
と
お
り
公

表

し
ま
す

。

平
成
1
0年
３
月
２
日

松
戸
市
監
査
委
員

阿

部
芳

徳

川
村
幸
信

鈴
木
正
夫

吉
岡
五
郎



広報ま つ ど1998 年(平成10年)3月25日

見に行こう　聴いてみよう 松戸市の市外局番は０４７番です。

期間 �4/2 木まで �4/3金～16木 �4/17金 ～30木

東 �寿墨会水墨画展

問 吉山℡363 ―5354 番 �

造形獅子頭作品展

問工藤℡388-8066 番 �

松戸あひる会10 号絵画展

問及川℡385-7233 番

西 �
写真展「光はともだち」

問 織田℡342-9168 番 �

裂画サークル茅の会作品展

問加藤℡384-5 引9 番 �

百和会水墨画展

問栗山℡362-3672 番

期　日 �� 内　容(☆印は有料) ���開演時

間 �

問い合わせ先

大
ホ
ー
ル �3/26

木 �

伊藤楽器ヤマハ

音楽教室発表会 �13

：00　16 ：00 ���

伊藤楽器　　　　　　 ℡348-0111 番

西プロモーション℡03-3713-9905 番

�　27金

～29(日) ��10
：00　16 ： 00

�31火 ����15 ： 00

�4/ 1水 ��13：00　16 ： 00

�11土 �天童よしみコンサート98 ☆ ��14：00　18 ：00

�14火T�HE ALFEE COU
NT DOWN '98Nouvelle Vague☆ ���18

： 30�フリップサイド　℡03-3470-9999 番

�18土 �
松戸まちづくりコン サート「海援

隊コンサートツアー’98」　☆ ���18
： 30�労音東葛センター　　　℡365 一9911 番

�23木 �加藤登紀子コン サート'98　 ☆ ���18： 30�
文化放送ちけっとポート　　　　　　

℡03 ―3357-9999 番

小ホールﾉ�3/26

木 �
二松学舎大学附属沼南高等学 校吹

奏楽部第1313回定期演奏会 ���　　　　I

二松学舎沼南高校・山尾18
 : 00　　　　　　　　

℡0471-91-5242 番

�28土 �ピアノ発表会 ��10：00　13 ：30ｶﾙﾁｬｰﾗｲﾌ 柏　℡0471-64-1664 番

�29(日)�

第3回不登校の｢ 子どもの居場所｣

をつくるためのチャリティーコン

サート　春に歌う　☆ ���14

： 00�松戸市教職員組合　　 ℡362-3738 番

新松戸幼稚園音楽教室 ℡344-4199 番�4/ 4土 �Spring Concert

川口日出男＆ニューセッションオ

ーケストラ　☆ ���12

： 30

�10金 ����19 ： 00�川口音楽事務所　　　 ℡348-5512 番

�12(日)�ムジカ・ソナーレ 演奏会　☆ ���14： 00�笠村道子　　　　　 ℡344-1418 番

秋山早苗　　　　　　　℡386-6283 番�19(日)�
第7回ヨークカルチャーセンター
八柱ジュニアクラシックバレエ発表会���15

： 00

�21火 �
きものから洋服に第8回アトリエ･

モードASAKO ファッションショー ���14
： 00�中村朝子　　　　　 ℡342-2050 番

�25土 �第1O
回アンダンテ･リトルコンサ

－ト ���10：45 �江日恵美　　　　　 ℡387-6905 番

文化施設だより

市民劇場 368-0070 番

期　日 � 内　容( ☆は有料) ��開演時間 � 問い合わせ先

3/27 金 �
丸山由利亜演劇行脚　☆ �18

：30 ��
財松戸市文化振興財団℡384－5050 番

28土 ��14：30　18 ：30

29(日)�カラオケコンテスト ��18 ： 00�冨永くに子　　　　　℡341 一3623 番

4/ 4土 �ピアノ発表会 ��13：30 �田中光子　　　　　　℡392-8047 番

5(日)�
スプリングコンサート（松戸児童合唱

団）　☆ ��1
4：00 �寺島悦美　　　　　 ℡384-5939 番

11土 �ピアノ演奏会 ��15 ： 30�尾形摂子　　　　　 ℡346-3538 番

12(日)�第19回小さな音楽会 ��13：00 �高久進　　　　　　　 ℡363-0360 番

14火 �これからの市場動向( 金利・株・為替) 14 ：00 野村証券松戸支店　蒲生362-1

22118土 �女性週間記念講演会 ��10：00 �市女性センターゆうまつど℡367-8613 番

19 日 �リンリーズコンサート　☆ ��14：00 浅井由美子　　　　　℡367－8613番

※月曜日は休館

市民会館 368-1237 番

期　日 � 内　容(☆は有料) �開演時間� 問い合わせ先

3/28土�
県立鎌ケ谷高校吹奏楽部第16 回定期演奏

会 �16 
： 00�県立鎌ケ谷高校 ℡0474-44-2171 番

29(日)�県立小金高校吹奏楽部第20回定期演奏会 �15 ： 30�県立小金高校　　　　℡341 一4155番

4/ 5(日)�松戸市民謡連盟民謡大会 �9 ：30 �松戸市民謡連盟　　　℡388-3400 番

１１土 �専修大学松戸高校吹奏楽部第18回 定期演

奏会 �14：00 �
専修大学松戸高校　 ℡362-9101 番

12日 �松戸スウィングセピア定期演奏会 �14 ： 30�松戸スウィングセピア ℡369-4097 番

19(日)�千草会連合会舞踊発表会 �10：00 �千草会連合会　　　　℡387-8425 番

22水 �
松戸西子ども 劇場人形劇「マウイ･チキ･

チキ」　☆ �18
：00 �松戸西子ども劇場　　℡361-1606 番

2

4金 �アンサンブル・ピアチェーレ

第4回定期演奏会 ☆ �19:00 �アンサンブル・ピアチェーレ℡344-4626 番

※月曜日は休館

※3/27金の松戸矢切高校吹奏楽部定期演奏会は、5/10(日)(会場は森のホール)に変更になりました。

博物館 384-8181 番

期　間 � 内　容

4/1水～30木午後1時

15 分･3時15 分から上

映( 土・日・祝日は午

前11時からも上映) �

ハイビジョン映像「老杉は雨に美しく一日光杉並木－」（上映時間28分）

会場博物館講堂　観覧料無料

※講演会開催のため、4/19(日）･26日･29祝 の午後1時15分からの上映は中

止になります。

5/10 (日)まで �

特別展「福神の世界」 内容長寿や財力などの幸福の願望をかなえる神と

して人々に親しまれてきた福神への信仰を通し て、都市化以前の市域に根

付いていた民間信仰の姿を紹介し ます。　会場博物館金画展示室 観覧料

一般300 円(240 円・高大学生150 円（100 円）小中学生100（60 円）O　内

は20人以上の団体料金　展示解説会4/12日･5/5祝 各午後3時～4時（参加

者は特別展観覧料が必要です）

※常設展観覧料とは別料金になります。

4/19（日)
午後1時30分～3時 �

特別展関連講演会「松戸の福の神」　講師青木俊也（市立博物館学芸員）

会場博物館講堂　定員80人（当日先着）　費用無料

4/26(日)・29祝

午後1時30 分～3 時 �

特別展記念講演会4/26「 福の神の姿」（武蔵野美術大学教授・田村善次郎

氏) 4/29 「福の神の信仰」（武蔵大学教授 一宮本袈裟雄氏） 会場博物館

講堂　定員80人（抽選） 費用無料4/17

金〔必着〕で、往復ハガキに住所･ 氏名･電話番号･ 希望講演会名を

記入して､〒270-2252 松戸市千駄堀671市立博物館特別展記念講演会係へ

開館時間午前9時30分～午後5時(入館は午後4時30分まで）　常設展観覧料一般300円(240

円)・高大学生15O円(100円)・小中学生100円(60円)（）　は20人以上の団体料金

※毎月第2・第4土曜日は 、小中学生の観覧は無料です。

休館日月曜日(祝日は開館し、翌日休館)・毎月第4金曜日一年来年始　総合展示解説ツアー毎週

土・日、祝日の午後2時から30分間(参加者は観覧料が必要です｡)

文化ホールギャラリーの �催し物は、6 面に掲載 しています。

救急医療体制

◆テレホン案内サービス〔当日の医療

機関( 待機病院、休日在宅当直医、

夜間急病診療所、休日土曜日夜間歯　

科診療所等)を案内しています〕

……℡366-0010番

平日・午後４時30 分～翌日午前９時

休日と土曜・午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所……℡368-3756番

衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

…………℡365-3430番

衛生会館内･午後8時～11時

泪談はすべて無料ですお気軽にご相談＜ださい　４月の相談あんない

、相談 名 � 期　　 日 � 時　　 間 � 会　 場 �問

交通事
故 � 月～金曜日 �

午前９時～午後５時 �
市民相談室 �市民相談※

金銭問
題の相
談も行
います

��午前8時30分～午後5時

�毎週月･火･木曜日 � 午後１時～５時 �

市

役
所

相
談
コ

［
ナ

｜

法律相談

�第１月曜日のみ � 午前９時～正午

�第２金曜日 � 午後1 時～５時税務相談　登
記相談

�第３金曜日 �午後１時～４時30分

行政相談 �第２・第４月曜日 � 午後1 時～3 時

�毎週水曜日 �午前10時～午後４時

外国人相

談 �

第２・第４火曜日 � 午前９時～正午

住宅リフ

ォーム �

第 ３水曜日 �午前10時～午後４時 ��住宅課

労働相談 �第1 ・第 ３月曜日 � 午後1 時～５時 ��
商工観光

課労政係※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361-4089番)でも行っています。

巡回年金相談�3 金 �

午前10時～午後３時 �

常盤平支所 �
※ 国

司

�7火 ��小金支所

�10金 ��小金原支所

�14火 ��馬橋支所

�17金 ��六実支所

�21火 ��新松戸支所

�24(金 ��矢切支所

�28火 ��東部支所

消費生活
相談 � 月～金曜日 � 午前9 時～午後4時 �

消費生活 センター

℡365 ―6565番

育児相談
すくすく
テレフォ
ン �

月～金曜日 �午前8時30分～午後5時 �　
北松戸保育所

℡367-4646 番

相 談名 � 期　　 日 �� 時　　 間 � 会　 場 �問

人権相談 �第1～ 第４金曜日 ��

午前10時 ～午後 ３時 �市役所

相談ｺｰﾅｰ �千葉
地方法
務局松
戸支局
市援護
課庶務
係

�6(月) ���馬橋支所

�7火 ���小金支所

�1水 ���常盤平支所

�1水 ���新松戸市民センター

�2木 ���小金原市民センタ
ー

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡363-6278番)でも行っています。

心配ごと

相談 �

第1 ～第 ４金 曜 日 ��

午前10時～午後３時 �

市役所相談コ

ーナー �社会福祉協議会
368-
0503
番

�6(月) ���馬橋支所

�7火 ���六実支所

�7火 ���小金支所

�1水　15水 ���常盤平支所

�1水　15水 ���
新松戸市民センター

�2木　16木 ���小金原市民センタ

ー
ゆうまつ
ど心の相
談 �

第1～第4 月曜日 ��
午前10時～午後4時 � 女 性センタ ー　

(相談室直通)

℡363-0505 番

�第2～第4木曜日

�　第1木曜日 �� 午後2時～8時

���午前10時

～午後4時

女性就業

相談 �

火･ 金曜日

女性パー
ト労働相
談 �7

火 ��午後1時30分～4時30分�
女 性センタ ー

℡364-8778 番

��月～金曜日�
午前９時～正午

午後1時30分～4時30分�

教 育 研 究 所

℡366-7461 番教育相談予約制

青少年相
談電話来
所 �

月～金曜日 ��
午前8時30分～　　

午後4時30分 �

少年センター

℡363 ―7867番

戸定歴史館 362-2
050番

期 間・催し物 � 内　容

4/12(日)まで

徳川昭武・慶喜兄弟と松戸 �　

水戸藩主斉昭の7男慶喜は最後の将軍に、18男昭武は最後の水戸

藩主になりまし た。幕末から昭武が没する明治43年まで、ふたりに

は親しい兄弟にし か分からない心の交流がありまし た。松戸を舞台

に繰り広げられた、両者の知られざる維新後の暮らし を探ります。

入館時間午前９時30分～午後4 時30 分（月曜日は休館）　入場料大人60 円、高大学生40 円、小中

学生20円（第２・４土曜日は、小中学生の観覧は無料です）

21世紀の森と広場パークセンタ

ー

345-8900 番

�期　間 � 内　容

展
示 �4/5(

日）ま で �｢野鳥の写真コンクール入賞作品展｣財まつど街と水辺の緑化基金

�4/29祝～5/3祝 �「春の盆栽展」日木盆栽協会松戸支部

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ �4/4

土午 前10 時～11 時30分 �野草ウオッチング　講師自然解説員・川 識 祥子氏

�12(日午前10時～11時30分 �昆虫ウオッチング　講師自然解説員・松葉光豊氏

�18土午前10時～11時30分 �バードウォッチング　講師自然解説員・首藤美恵子氏

�19(日)午後2時～3時 �季節の見どころ歩き　講師パークセンター職員

�申当日パークセンターで　先着25人　費用無料　※雨天中止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
=

相

談�

毎週水・土 一日曜日・祝日午印』10時～

正午と午後1時～午後3時30 分　　　　

｜��みどりの相談員による花や緑に関する相談(電話でも

受け付けます)

開館時間午前9時～午後4時30 分　　　　　　

松戸駅前市民ギャラリ

ー

市社会教育課 366-7

462番

森のホール2

1

384-5050 番
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